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本書記述内容の変更について

ブランソン自社製品の構成部品、 内部回路などの改善を常に心掛け、 超音波プラスチック溶着、 超音
波金属接合、 超音波洗浄およびそれらの関連技術でリーディ ングカンパニーとしての地位を確保する
ように努めています。 こ う した改善箇所は、 開発後に徹底的なテス ト を通じて製品に取り入れられま
す。 

改善に関する情報は、 該当する技術文書の次回の改訂 ・印刷時に反映されます。 載されている文書管
理番号、 改訂版数、 および印刷日をご確認ください。
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できません。
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前書き

Branson Ultrasonics Corporation システムをお選びいただきありがと う ございます。

ブラ ン ソ ン 2000Xc シ リーズは、 超音波エネルギを使用し てプラスチ ッ ク部品を溶着するための処理

装置です。 2000Xc シ リーズアクチュエータは、 お客様の多彩なアプ リ ケーシ ョ ンに応えられるよ う

に、 高度な技術を採用した最新世代の製品と なっています。 この取扱説明書は、 本製品に付属する文

書の一部ですので、 製品と共に大切に保管して く ださい。

ブランソンをご購入いただきありがと う ございま した。

はじめに

この取扱説明書は、 各章ご とに製品の取扱い、 据付け、 セ ッ ト ア ッ プ、 設定、 操作、 メ ンテナンスを
安全に行う ために、 必要な情報を検索しやすいよ う に配慮した構成になっています。 必要な情報の検

索には、 本書の 目次または 索引をご参照 く ださい。 本書に記載のない情報またはサポー ト を必要と さ

れる場合は、弊社のお客様担当者 ( お問い合せ先は 1.4  ブランソンへのお問い合わせ方法を参照 く だ

さい ) または最寄りのブランソン各営業所までお問い合わせ く ださい。
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1.1 安全要求事項および警告
本章では、 この取扱説明書および製品本体に使用されているさまざまな安全上の注意に関する記号と
アイコンについて説明し、 超音波溶着に関する安全情報を補足 ・提供します。 また、 ブランソンのサ
ポート をご依頼される際の連絡方法についても説明します。

1.1.1 本書で使用する記号

本書では、 製品を取り扱う上での注意を促すために以下の記号を使用します。

警告 危険が生じる可能性あり

危険を回避しなかった場合、 死亡または致命傷を招く場合があります。

注意 低レベルの危険

危険を回避しなかった場合、 軽傷を招く場合があります。

注記 危険ではない重要な注意

この状況を回避しなかった場合、 システムまたは周囲機器の損傷を招く場合
があります。

用途、 その他の重要な情報、 役に立つ情報が強調されています。
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1.1.2 本製品に記載される記号

ブランソン製品には、 注意を必要とする事項や危険な事項を警告するためのい くつかのラベルが貼付
されています。  2000Xc シリーズ アクチュエータおよびパワーサプライには、 以下の警告ラベルが貼

付されています。

図 1.1 2000Xc パワーサプライの背面に貼られている安全ラベル

図 1.2 2000Xc シリーズ アクチュエーターに貼られている工場の換気に関する注意ラベル

図 1.3 2000Xc シリーズ アクチュエーターの背面に貼られている安全ラベル

図 1.4 2000Xc シリーズアクチュエーターに貼られているコネクタラベル

WARNING
GROUND UNIT BEFORE OPERATING

MADE IN MEXICO

THIS EQUIPMENT COMPLIES WITH
F.C.C. REGULATIONS PART 18

ULTRASONICS CORPORATION
120 PARK RIDGE RD, BROOKFIELD, CT 06804

IMPORTANT
AIR SUPPLY MUST BE FREE OF OIL AND WATER

MAX. PRESSURE 100 PSI/690 kPa/6.89 bar

CAUTION

MANUAL
OVERRIDE

KEEP CLEAR
OF HORN WHEN

OPERATING

PS
SIGNALS ENCODER

MPS/GDS

BASE/
START

1.4.1 2000Xc AEC アクチュエーターのコネクタラベル       1.4.2 2000Xc Micro アクチュエーターのコネクタラベル 
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図 1.5 2000Xc シリーズ アクチュエーターの前面に貼られている安全ラベル

EMERGENCY STOP

TWIST TO RESET

Keep hands

away from

MOVING horn

WARNING

WARNING
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1.2 一般的な注意事項
パワーサプライの修理 ・点検を行う前に、 以下の注意事項に従って ください。

• 感電などの事故を防止するために、 必ずパワーサプラ イは正し く 接地された電源に接続して く ださ。

• 感電などの事故を防止するために、 アクチュエータ背面の接地端子 （グラン ド スク リ ュー） に適切なサイズ

の 8 ゲージ接地線を接続して く ださい。

• パワーサプラ イの内部には高電圧を発生させる箇所があり ます。 超音波発振モジュールなどの内部部品を取り

扱う作業を行う場合は、 以下を実施して く ださい。

パワーサプラ イの電源をオフにし ます。

主電源から電源ケーブルの接続を外し ます。

そのまま 5 分間以上の時間を置いて、 内部のコ ンデンサを放電させます。

• パワーサプラ イの内部には高電圧を発生させる箇所があり ます。 本体のカバーを外した状態での運転は絶対
に行わないで く ださい。

• 超音波発振モジュールは高電圧を発生させます。 コモン ・ ポイン ト はシャシ ・ グラン ド ではな く 、 サーキッ
ト ・ レ フ ァ レンスに接続されています。 従って、 これらのモジュールを点検する場合は、 非接地タ イプで
バッ テ リ駆動式のマルチ メータ以外は使用しないで く ださい。 それ以外の測定機器を使用する と、 感電の危
険性があり ます。

• ホーンの直下に手や体の一部を置かないで く ださい。 ホーン駆動時の加圧力と超音波振動によって負傷する
恐れがあり ます。

• RF ケーブルまたはコ ンバータの接続が外れている状態のまま、 溶着システムを運転しないで く ださい。

• 大型ホーンを使用する場合、 ホーン と治具の間に指を挟まないよ う に注意して く ださい。

• パワーサプラ イの据付作業は、 必ず資格を有した作業員が現地の基準および規制に従って行って く ださい。

• 通常の運転では、 アクチュエータ駆動部のベア リ ングが正常かつ安全に機能するよ う に、 ベア リ ングシール
に適量のグリ スを塗布する必要があり ます。 使用状態によってはベア リ ングからグリ スが漏れる こ と もあり
ますので、 長期にわたり正常かつ安全に使用するために、 常に十分な量のグリ スを保持して く ださい。 グリ
スを塗布せずに不足した状態で分解あるいは運転する と、 保証が無効になる場合があり ます。 詳細は、 弊社
のカスタマ ・ サービスセン ターまでお問い合わせ く ださい。

1.2.1 システムの使用目的

The 2000Xc シリーズアクチュエーターおよびコンポーネン トは、超音波溶着システムの一部として設

計されています。 また、 幅広い溶着や処理用途に使用できるように設計されています。

ブランソンが指定していない方法で装置を使用する場合、 装置の保護機能が損なわれる可能性があり
ます。  屋内専用です。

Branson Ultrasonics Corp. では、 お客様に製品を安全かつ効率よ く使用していただけるように、 製品

の設計および製造では安全第一を最優先しています。 装置の運転および修理は、 訓練を受けた作業者
のみが行って く ださい。 訓練不足の作業者は、 装置を誤操作したり安全指示を無視したりすることが

注意

超音波加工 ・処理工程時に発生する騒音の音響レベルとその周波数は、 a. ア
プリケーシ ョ ンの種類、 b. 被加工物の寸法、 形状、 材料組成、 c. 治具の形状

および材質、 d. 装置の設定パラメータ、 e. ツールの設計などの要因によって

異なります。

一部の被加工物は、 超音波加工 ・処理工程時に可聴周波数帯域で振動する場
合があります。 上記の要因の一部またはすべてによって、 加工 ・処理中に不
快な騒音を発生させる可能性があります。

このような場合は、 作業者は適切な保護具を着用しなければならないことが
あります。 米連邦規則集 （29 CFR 1910.95、 「職場騒音リスク」、 「職業上の騒

音暴露」 の項） などを参照して ください。
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あり、 怪我や装置の損傷につながるおそれがあります。 すべての作業者および修理担当者は、 装置の
運転および修理の際、 必ず安全指示に従い、 注意を払って作業を行って ください。

1.2.2 放出物について

被加工物の材料の中には、 加工 ・処理中に作業者の健康に有害となるさまざまな種類の有毒ガス、 臭
気を放出するものがあります。 このような材料を処理する場合は作業場所を正し く換気し、 放出物の
環境中での濃度を 0.1ppm 以下に保持する必要があります。このような材料を処理する前に、材料供給

業者に推奨される防護対策を確認して ください。

1.2.3 作業場所のセッ トアップ

超音波溶着機を安全に運転するための作業場所のセッ トアップについては、 「 章 5: 据付およびセッ ト

アップ」 を参照して ください。

1.2.4 法的規制の順守

この製品は、 北米、 英国、 および EU の電気安全および EMC ( 電磁適合性 ) 要件に準拠しています。

注意

PVC などの材料を大量に処理すると、 作業者の健康が損なわれ、 装置が腐食

または損傷するおそれがあります。 適度な換気と保護対策を実施して くださ
い。
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1.3 保証について
保証情報については、 以下の利用規約の保証セクシ ョ ンを参照して く ださい。 www.emerson.com/
branson-terms-conditions.
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1.4 ブランソンへのお問い合わせ方法
ブランソンはいつでもお客様をサポートいたします。 弊社はお客様を尊重し、 お客様に弊社の製品を
正し く使っていただけるようにお手伝いいたします。 ブランソンのサポートが必要な場合は、 最寄り
の各営業所までご連絡ください。 巻末 「事業所一覧」 をご参照ください。）

• 北米本社 （全事業部） ： (203) 796-0400

• パーツストア （直通番号） ： (877) 330-0406

• 修理部門 ： (877)-330-0405

• 時間外の緊急サービス用 （午後 5 時～午前 8 時 （東部標準時）） ： (203) 796-0500 （米国電話番号のみ）

所有する製品と、 必要な担当者または部門をオペレーターにお伝え ください ( 表 1.1)。 時間外の場合

は、 お名前と返信用電話番号を含めてボイスメ ッセージを残して ください。

1.4.1 ブランソンへサポート を依頼する前に

本書では、 ご使用の製品で発生する可能性のある不具合に対する原因と対策のト ラブルシューテ ィ ン
グを記載しております ( 章 7: 保守を参照ください )。さらに詳細な情報、または記載内容以外のサポー

トが必要な場合は、 弊社カスタマ ・サービスセンターが不具合解決のお手伝いをいたします。 不具合
の原因を特定するために、 弊社へご連絡いただいた際にこちらからお尋ねいたします基本的な質問事
項を以下に記載します。

ブランソンへご連絡いただ く前に、 以下の事項についてご確認ください。

1. お客様の会社名と所在地。

2. お客様への連絡方法 （電話番号、 メールアドレスなど）

3. 対象製品に付属の取扱説明書をご用意ください。問題のト ラブルシューティングに関しては、 章 7: 保守を参

照ください。

4. お手持ちの製品の型式およびシリアル番号をご確認ください。 （製品に貼付されているデータラベルに記載さ
れています。） なおホーンに関する情報 （Item 番号、 ゲインなど） や、 その他のツールに関する情報は、 それ

ぞれの物品に刻印されている場合があります。 また、 ソフ トウェアベースのシステムには、 BOS またはソフ

トウェアのバージ ョ ン情報が記載されており、 これらの情報が必要になる場合があります。

5. ご使用のホーン、 ブースタ、 その他のツールのタイプ

6. 溶着 （接合） 条件パラメータ （溶着 （接合） モード と各設定項目） および装置の初期条件設定

7. お手持ちの機器は、自動機システムでのご使用ですか？また、自動機システムでご使用されている場合は、シ
ステムとの入出力信号 （スタート信号など） はどのように配線されているか。 

8. 不具合の内容を出来る限り詳し くお知らせください。例：不具合の発生は連続的かあるいは間欠的か？不具合
の発生頻度は （周期的に発生する場合は、 どの位の周期か） ？電源投入後、不具合の発生までに経過した時間
は？発生しているエラーメ ッセージの内容 （エラーコード、 エラーの名称など） 

9. すでに実施した対処を時系列順にリストアップして ください。

10. 加工、 処理中の被加工物 （パーツ） の材料、 特徴を含むアプリケーシ ョ ンの種類と詳細

11. サービスパーツ一覧または予備部品リスト （チップ、 ホーンなど） をご用意ください。

12. その他、 お気付きの点などをご記載ください。
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
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1.5 修理のために機器を返送する
修理のため装置を返品する前に、 装置に関する問題を決定する際に役立つ情報をできるだけ多く記入
して ください。 次のページに必要な情報を記録して ください。

修理のため装置をブランソンに返品する場合、 最初に修理部門に電話をかけて返品承認 （RGA） 番号

を入手する必要があります （要求すれば、 修理部門から返品承認フォームが Fax で送信されるので、

記入して装置と一緒に返送して ください）。

Branson Repair Department, C/O Zuniga Logistics, LTD
12013 Sara Road, Killam Industrial Park
Laredo, Texas 78045 U.S.A.

直通電話番号 ： (877) 330-0405

Fax 番号 ： (877) 330-0404

• 修理が必要な箇所を特定できるように、 できるだけ多くの情報を記入して ください。

• 元の梱包用段ボール箱に入れて装置を慎重に梱包して ください。

• ダンボール箱の外側と送り状に RGA 番号と返品理由を記入し、 すべての配送用ダンボール箱の眼に付きやす

いところにラベルを貼って ください。

• 一般修理品についてはお好みの方法で返品して ください。 優先修理品については航空便で返送して ください。

• アメ リカ合衆国テキサス州ラレドまで、 FOB （本船渡し条件） で輸送料金を前払いしていただきます。

1.5.1 RGA 番号の入手

RGA#

_______________________________________________________________________

装置をブランソンに返品する場合、 修理部門に電話をかけて返品承認 （RGA） 番号を入手して く ださ

い （要求すれば、修理部門から RGA フォームが Fax で送信されるので、記入して装置と一緒に返送し

て ください）。

1.5.2 問題に関する情報の記録

以下のページに必要な情報をご記入の上、 コピーを製品に添付して く ださい。 これらの情報は、 ブラ
ンソンが効率的に製品の不具合点を特定するのに役立ちます。 

1. 不具合の内容を出来る限り詳し くお知らせください。例：不具合の発生は連続的かあるいは間欠的か？不具合
の発生頻度は （周期的に発生する場合は、 どの位の周期か） ？電源投入後、不具合の発生までに経過した時間
は？
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

2. お手持ちの機器は、 自動機システムでのご使用ですか？
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

注記

装置をブランソンに返品する場合、 まずブランソン販売代理店から RGA 番号

を入手する必要があります。 この番号がないと配送が遅延したり拒否された
りする場合があります。
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3. 不具合は、 外部信号に関するものですか？
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

4. 特定できる場合は、 その信号のプラグ／ピン番号 （例 ： P29、 3 番ピン） をご記入ください。
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

5. 現状の溶着 （接合） 条件パラメータ、 初期設定パラメータをご記入ください。
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

6. アプリケーシ ョ ンの詳細をお知らせください。 （溶着 （接合） の種類、 被加工物の材料特性など）
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

7. 今回の不具合に関し、その内容と状況を最も熟知されている方のご氏名、ご部署および連絡先をお知らせくだ
さい。
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________
_______________________________________________________________________________________

機器を発送する前に、 弊社のお客様担当者、 または送付先のブランソン営業所までご連絡ください。

保証対象外の装置については、 遅延をさけるため、 発注書を同梱して ください。

修理のため返品する装置と一緒にこのページの写しをお送り ください。

1.5.3 ブランソンへの連絡方法

ランソンへ連絡される場合は、 弊社のお客様担当者、 またはお客様の地域を担当する最寄りのブラン
ソン各営業所までご連絡ください。 ブランソン各営業所の連絡先は、 表 1.1 を参照ください。

表 1.1 ブランソン連絡先

お問い合わせ内容 電話連絡先 電話番号

新しい溶着システムまたはコンポーネ
ン トに関する情報

最寄りのブランソン販売代理
店またはブランソンカスタ
マーサービス

203-796-0400
内線 384

溶着システムに関する用途およびセッ
トアップに関する質問

溶着応用ラボ
203-796-0400
内線 384

ホーンおよび工具保持具に関する応用
サポート

ATG ラボ
203-796-0400
内線 384

溶着システムに関する技術的質問 溶着製品サポート
203-796-0400
内線 355、 551

ホーンおよび工具保持具に関する技術
的質問

ATG ラボ
203-796-0400
内線 384

新しい部品の注文 パーツストア 877-330-0406

RGA、 修理依頼、 修理状況 溶着修理部門 877-330-0405

システム自動運転 / 接続部に関する情報 製品サポート
203-796-0400
内線 355、 551
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最寄りのブランソン販売代理店名 ：

_________________________________________________________________________________
_________________________________________________________________________________

その販売代理店と連絡が取れる電話番号 ：
_________________________________________________________________________________
_________________________________________________________________________________

1.5.4 装置の梱包および配送
1. 配送時の損傷を避けるため、元の梱包材に入れてシステムを慎重に梱包して ください。ダンボール箱の外側と

内側に RGA 番号と返品理由を明記して ください。箱に梱包した全コンポーネン トのリスト を作成して くださ

い。 取扱説明書は保管しておいて ください。 

2. 一般修理品についてはお好みの方法で返品して ください。 優先修理品については航空便で返送して ください。
修理施設への輸送料金を FOB （本船渡し条件） で前払いして ください。

注記

着払いで配送された返品は拒否されます。
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1.6 交換部品の入手
ブランソンパーツストアに連絡する際は、 以下の電話番号を使用して ください。

ブランソンパーツストア

直通電話番号 ： 877-330-0406

Fax 番号 ： 877-330-0404

多くの部品は、 午後 2 時 30 分 （東部標準時） までにご注文いただけば同日配送が可能です。

本書の 「章 7: 保守」 にある部品リストには、 説明と EDP 部品番号が記載されます。 交換部品が必要

な場合、 以下の情報を購入代理店にお伝え ください。

• 発注番号

• 配送先情報

• 請求先情報

• 配送指示 （空輸、 陸上輸送など）

• 特記事項 （「空港留めの後電話連絡」 など）。 氏名と電話番号を必ず記入して ください。

• 担当者名
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2.1 対象モデル
本書では、 2000Xc Series Actuator の据付、 セッ トアップ、運転、 および保守に関する手順を詳し く説

明します。

2000Xc シリーズ アクチュエータは、 次の 2 種類の形態が用意されています。 

• ベース付きスタンド ： コラムサポート、 コラム、 およびエルゴノ ミ ックベース （またはハブ） がアッセンブ
リ された標準スタンドに搭載された状態。 この状態で単にスタンド と呼ぶ場合もあります。 ( 図 2.1 参照 )。

• アクチュエータ単体 ：標準スタンドが付属しない、 アクチュエータのみの状態。 自動機や位置決め機構付き
の特別仕様のシステムに取り付けて使用する場合にこの形態が使用されます。

以下の図は、標準スタンドアッセンブリにブランソン 2000Xc シリーズが搭載された状態を示します。

コラムサポートに取り付けられたアクチュエータは、 コラム （円柱） を介して、 エルゴノ ミ ッ クベー
スで支えられます。

図 2.1  2000Xc シリーズ アクチュエータの左側面図

2.1.1 2000Xc AECアクチュエータの左側面図 
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                                     2.1.2 2000Xc Micro アクチュエータの左側面図 

2.1.1 溶着システムの概要

溶着システムは、 パワーサプライ、 アクチュエータ、 スタ ッ ク （コンバータ、 ブースタ、 ホーンを連
結した振動系ユニッ ト） で構成されています。 本システムは、 インサート、 ステーキング、 スポッ ト
溶着、スウェージング、ゲート カッ トなどを含むさまざまな超音波溶着加工を行う ことができます。ま
た、 溶着システムは自動運転、 半自動運転、 あるいは手動運転に対応できるように設計されています。

2.1.2 運転の原理

熱可塑性プラスチックパーツの超音波溶着は、 被加工物 （溶着されるパーツ） に機械的高周波振動と
加圧力を与えることにより行われます。 この機械的高周波振動によって被加工物の溶着部の表面およ
び分子間で摩擦を生じさせ、 溶着境界面に急激な温度上昇をもたらします。

プラスチックが溶融する温度まで上昇すると、 被溶着物の溶着部境界面で材料の溶融が始まり、 さら
に加圧力によって溶融、 軟化した材料同士が塑性変形します。 振動が停止すると、 プラスチックが加
圧された状態で再硬化し、 溶着が完了します。

大部分の超音波溶着機では、 利用する機械的高周波振動が人間の可聴周波数域 （約 18kHz） 以上の超

音波周波数帯域を使用しているため、 超音波溶着と呼ばれます。



16 100-412-233JA REV. 08

2.1.3 2000Xc パワーサプライ

2000Xc パワーサプライは、超音波発振モジュールとシステムコン ト ローラから構成されます。超音波

発振モジュールは、 一般的な 50/60Hz の電源電圧を 20kHz、 30kHz、 または 40kHz の電気的超音波エ

ネルギに変換します。 システムコン ト ローラは、 溶着システムを制御、 モニタ リングします。

パワーサプライにはデジタル UPS が組み込まれています。 デジタル UPS は、 保護されたプリセッ ト

を最大 1000 個まで保存できるライブラリを持ち、それらのプリセッ トは各モデルのパワーサプライが

個別に持つさまざまな設定パラ メータの変更のためにアクセス可能です。 プリセッ トはブランソン工
場出荷時に前もってメモリに読み込まれ、 変更されたプリセッ トは、 特定のアプリケーシ ョ ンに反映
できるように名前を付けることができます。 各プリセッ トのパラ メータは、 ブランソン販売代理店が
変更できます。最初、プリセッ トは工場出荷時のデフォルトに設定されています。システムコン ト ロー
ラには、 RS232 リンク経由でアクセスできます。

電源装置には以下の機能があります。

• メモリ式オートチューニング （AT/M） ： パワーサプライは、 直近の溶着サイクルでモニタ リングしたホーン

振動周波数をメモリに保存します。

• オートシーク ： パワーサプライはホーンの周波数を検知し、 適切な周波数で超音波発振を行います。 オート
シークとは、 あらかじめホーンを低振幅 （5％程度） で発振させ、 その共振周波数を検知および保存して溶着

サイクル開始時の発振周波数として利用します。

• ラインレギュレーシ ョ ン ： 電源電圧の変動に対し、 コンバータの振幅が一定に維持するように制御します。

• S ビーム式ロードセル ： 溶着サイクル中に被加工物に加わる加圧力を測定、 モニタ リングします。 この測定

値は、 溶着結果のデータのひとつとして表示されると共に、 超音波発振のト リガや溶着結果の加圧力-ディス
タンス ・ グラフなどを作成する際のデータとして利用されます。

• 振幅レギュレーシ ョ ン ： ホーンに加わる負荷に対し、 コンバータの振幅が一定に維持するようにパワーサプ
ライの定格出力の全域に渡って制御します。

• システム保護モニタ ： 下記の 5 つの要素をモニタ リングし、 パワーサプライを保護します。

電圧

電流

位相

温度

定格出力／電源電圧

• 周波数オフセッ ト ： 溶着サイクル時の発振周波数に対し、 外部制御による周波数オフセッ トの適用が可能で
す。

2.1.4  2000Xc シリーズ アクチュエータ

2000Xc シリーズアクチュエータは、手動、半自動、 および自動超音波溶着システムで使用するために

設計された、 コンパク トで高剛性なユニッ トです。 I ビームなどの機械フレームに直接取り付けたり、

コラムおよびベース （スタートスイッチ付き） に取り付けたり して、 手動システムまたはベンチト ッ
プシステムで使用できます。 基本的には直立姿勢で運転するように設計されていますが、 横向きや倒
立姿勢にしても運転できます。 倒立姿勢で設備に取り付ける場合は、 詳しい注意事項について ブラン

ソン にお問い合わせください ( 1.4 ブランソンへのお問い合わせ方法を参照 )。

2000Xc シリーズ アクチュエータには、 アクチュエータの制御用に電力とコン ト ロール機能を提供し、

超音波出力をアクチュエータのコンバータに供給するため、 2000Xc Series Actuator が必要になりま

す。 

2000Xc シリーズアクチュエータには、 完全内蔵型空気圧制御部と機構制御部が搭載されています。

2000Xc Series Actuator の運転は、 2000Xc Series Actuator への入力によって制御されます。
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S ビームロード  セルおよびダイナミ ックフォロースルー

超音波溶着のアプリケーシ ョ ンでは、 多くの場合超音波エネルギが発振されている間、 被加工物を加
圧する力が必要になります。 アクチュエータには、 ホーン駆動用のエアシリンダと超音波スタ ックと
の間に S ビームロードセルが搭載されています。 S ビームロードセルはアクチュエータが被加工物に

加える加圧力を測定するデバイスで、 加圧力があらかじめ設定された値に達すると超音波発振を開始
します。 溶着が進行し、 被加工物の溶着部が沈み込んで行くに伴い、 ホーンが被加工物に接触したま
ま加圧力を維持するように、 S ビームロードセルはダイナミ ックフォロースルー （加圧力追従） 動作

を行いますこれにより、 溶着品質を一定に保つことができます。

ダイナミ ッ ク ト リガと、 ダイナミ ッ クフォロースルー工程の動作は次の通りです ：溶着サイクルが開
始されると、 ソレ ノ イ ドバルブからエアシリンダの上部ポートへ調圧された圧縮エアを送り込み、 ダ
ウンスピード制御部を介してエアシリンダの下部ポートからシリンダ内のエアが排出されます。 これ
によって、 ホーンが下降して被加工物に接触します。 ビームロードセルは、 ホーンの接触から被加工
物への加圧力を測定し、 設定されたト リガ加圧力の値に実際の加圧力が達するとパワーサプライに信
号を送信し、 超音波発振が開始されます。 この時点でアクチュエータシステムは溶着サイクルを固定
しタイ ミ ング計測を開始しますので、 スタートボタンから手を離してもサイクルプロセスが進行しま
す。 溶着の進行に伴い、 被加工物が変形を始めると、 ロードセルのダイナミ ッ クフォロースルー動作
が加圧力を一定に維持し、 超音波エネルギの伝達を効率的かつスムーズに行います。

キャレッジおよびスライ ド機構

2000Xc シリーズアクチュエータのキャレッジは、キャレッジは複動式エアシリンダによって動作しま

す。 この複動式エアシリンダは、 ボールベアリング式のリニアスライ ドを介して本体に取り付けられ
ます。 スライ ド機構は 8 セッ トの予圧式、 常時潤滑式のベアリングを基本とし、 ホーンの正確で安定

したアライメン ト、 スムーズな直線運動、 および長期間の信頼性を実現します。

エンコーダ

エンコーダは、 ホーンの移動量を測定するデバイスです。 パワーサプライの設定に応じて、 エンコー
ダは以下を実行します。

• アブソリュートモードおよびコラプスモードにおけるディスタンス制御

• 不適切に設定された制御状態の検出

• 溶着中のホーン移動量のモニタ リング

空気圧システム

2000Xc Series Actuator に搭載される空気圧システムは、アクチュエータの筐体内に格納されたソレノ

イ ドバルブ、エアシリンダ、および圧力レギュレータから構成されます。ホーンの下降速度は、パワー
サプライコン ト ロールパネルでダウンスピード制御で設定します。 なお、 ホーンの復帰速度は固定で
す。 ダウンスピード制御の設定に関する詳細は 「 2.5 アクチュエータ制御部およびインジケータ」 を

参照ください。

2.1.5  超音波スタ ック

コンバータ

コンバータは、 超音波スタ ックの一部としてアクチュエータの内部に格納されます。 パワーサプライ
から供給される電気的超音波エネルギは、 コンバータ （振動子と呼ばれることもある） へ送られます。
コンバータは電気的超音波エネルギを同じ周波数の機械的超音波エネルギに変換します。 コンバータ
の主要部はセラ ミ ッ ク圧電素子です。 圧電素子に交流電圧を加えると、 素子は伸縮を繰り返して、 90
％を超える効率で電気的超音波エネルギを機械的超音波エネルギに変換します。
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ブースタ

超音波溶着の品質の良否は、ホーン先端で振動振幅が正し く得られているかどうかに左右されます。振
幅はホーンの形状で制限され、 ホーンの形状は溶着される被加工物のサイズと形状によってほとんど
決まります。 ブースタはホーンから被加工物に加えられる超音波振動の振幅を増減させる機械的な変
換器として機能します。

ブースタは、 アルミニウムまたはチタンの共振半波セクシ ョ ンです。 ブースタは、 超音波スタ ッ クの
一部としてコンバータとホーン間に取り付けます。 また、 ブースタはスタ ッ クを固定するための支持
部としての役割も持っています。

ブースタは使用されるコンバータと同一の周波数で共振するよう設計されています。 ブースタは一般
的に軸方向振動のノーダル ・ ポイン ト （最小振動点） を保持する形でアクチュエータへ取り付けられ
ます。 これによって超音波エネルギの損失を最小限に抑え、 振動がアクチュエータへ伝わるのを防止
します。

ホーン

ホーンは、 個々のアプリケーシ ョ ンに応じて選択あるいは設計されます。 通常、 ホーンはいずれも半
波長共振体となるよう設計、 調整されています。 ホーンは機械的超音波振動をコンバータから被加工
物に伝える工具として、 ブースタの先端に取り付けられて超音波スタ ックを構成します。 

ホーンはその形状により、 ステップ型、 コニカル型、 エキスポネンシャル型、 バー型、 カテノ イダル
型などの種類があります。 ホーン先端の振幅はホーンの形状により異なります . ホーンはアプリケー

シ ョ ンの種類に応じて、 チタン合金、 アルミ、 鋼などで製作されます。 チタン合金は強度に優れ、 エ
ネルギ損失が低いことからホーン材料として最適です。 アルミ製ホーンには通常、 磨耗を減らすため
にクロムメ ッキ、 ニッケルメ ッキ、 ハード コート を施します。 鋼製ホーンは、 超音波インサートなど
硬さを必要とする低振幅のアプリケーシ ョ ンに適しています。
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2.2  ブランソン 製品との互換性

2000Xc Series Actuator は、 以下の表示に示すコンバータと使用するために設計されています :

表 2.1 2000Xc Series Actuator  ブランソン コンバータとの互換性

周波数モデル コンバータ

20 kHz/1250 W

20 kHz/2500 W

20 kHz/4000 W

CJ20

30 kHz/750 W

30 kHz/1500 W
CJ30

40 kHz/400 W

40 kHz/800 W
4TJ
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2.3 システムの機能
以下に ブランソン 2000Xc シリーズ 超音波溶着システムが持つ多くの特徴について説明します。

• 1ms 単位の動作制御および サンプリング ・ レート ： この機能は、 1000 回の溶着工程の制御およびモニタ リ

ング ・ データのサンプリングを 1ms 単位の速度で行います。

• 最大 1000 個のプリセッ ト保存 ： プリセッ トが可能なユーザ定義のセッ トアップにより、 生産を開始するため

に溶着設定の呼び出しを簡単に行う ことができます。

• 19 インチ ラックマウン ト式筐体 : 筐体サイズは、 業界標準の 19 インチラックエンクロージャシステムに対

応しています。

• 運転中のパラメータ調整 : 2000Xc Series Actuator では、 溶着システムの運転中に設定条件のパラメータを変

更することができます。

• アフターバースト : 溶着工程終了後 （ホールド機能使用時は、 ホールド工程終了後） に別途設定できる超音

波発振工程で、 ホーンに張り付いた溶着パーツを取り除き易くするために超音波発振する機能です。

• アラーム、 プロセス ： 溶着パーツの品質をモニタ リングするために、 い くつかのパラメータの上限 ・下限値
を設定できます。

• 振幅ステッピング ： パワーサプライによるプロセス制御。 時間、 エネルギ、 ピークパワー、 距離の指定した
値に達した時点のタイ ミング、 あるいは外部信号によって、 溶着中の材料の流動性の度合いを制御すること
ができます。 この機能は、 被加工物の均質性、 溶着強度の向上、 およびバリの制御を確実に行うのに寄与し
ます。

• 自動プリセッ トネーミング : プリセッ トに固有の名前を付けないで保存した場合、 パワーサプライは自動的

に溶着モード と主要パラメータの設定値を表す名前を割り当てます。

• オートチューニング : 溶着システムの振動系が最大効率で動作するように周波数調整を行います。

• コラプスモードにおけるリ ミ ッ ト設定 ： コラプスモードで、 サスペク ト （品質が疑わしい） 範囲と リジェク
ト （不良品質） 範囲をそれぞれプラス ・ マイナスのリ ミ ッ ト設定で規制することができます。

• コン ト ロールリ ミ ッ ト : 現行の溶着モードにおける主要な溶着条件と合わせて使用するリ ミ ッ ト機能です。

このカテゴリの機能は最小値と最大値による制限範囲の設定となり、 溶着工程の追加的な制御が可能です。

• サイクル中断 : 異常時にサイクルを中断させる場合、 その条件 （ミ ッシングパーツあるいはグランドディテ

ク ト検出） をユーザ側で設定することが出来ます。 この機能は、 溶着システムの破損やツールの損耗などを
防止する安全リ ミ ッ ト と して使用できます。

• サイクル実行日時間の記録 : パワーサプライは、 生産および品質管理の目的で各溶着サイクルの実行日時を

記録します。

• 振幅のデジタル設定 ： アプリケーシ ョ ンに必要な振幅の設定が正確に行えます。 これにより、 アナログシス
テムよりも設定範囲と設定値の再現性が向上します。

• 診断メニュのデジタル ・ ホーンテスト ： パワーサプライのテストモードでは、 テスト結果をデジタル形式の
数値表示とバーグラフで確認でき、 最良のスタ ック共振状態を把握することができます。

• デジタルチューニング ： パワーサプライを使用するホーンとアプリケーシ ョ ンに合わせて周波数調整します。

• デジタル UPS ： デジタル UPS は、 パワーサプライのシステムコン ト ローラからデジタルインターフェース

を介してプログラム可能な特徴を持ち、 正確なオートチューニングと超音波出力の立ち上がり時間を一定範
囲内で任意に設定できる機能を有します。 また、 また、 パワーサプライのプリセッ ト内容のカスタマイズが
可能です。

• ダウンスピード ： ホーンが溶着パーツに向かって下降する速度を調整できます。

• エンコーダ : パワーサプライでホーンの移動距離を監視し、 距離機能を使用できるようにします。

• エネルギ補償 ： 設定された溶着時間に達してもモニタされたエネルギ値がここで設定された最小値を下回っ
ている場合、 その最小値に達するまで、 または設定溶着時間の最大 50％増まで発振を延長します。 一方、 設

定溶着時間に達する前にもかかわらずエネルギ値がここで設定された最大値を超えた場合はその時点で発振
を停止します。

• 単位系選択機能 ： 溶着システムを設置する地域に合わせてインチ ・ ポンド単位系 （USCS） またはメートル法

単位系 （メ ト リ ッ ク） に設定できます。

• 表示言語 ： ソフ トウェアでサポート されているユーザー選択可能な言語は、 英語、 フランス語、 ドイツ語、
イタ リア語、 スペイン語、 中国語 （繁体字）、 中国語 （簡体字）、 日本語、 および韓国語です。

• 周波数オフセッ ト ： 一部の特殊なアプリケーシ ョ ンにおいては、 治工具や被溶着物の音響的影響により加圧
時に発振周波数がシフ トする場合があります。 この機能を利用するとあらかじめその変動を考慮した発振周
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波数のオフセッ トが可能になります。 ただし、 この機能を使用する際には、 事前に ブランソンからのアドバ

イスを十分に受けて ください。

• グラフのオートスケール機能 ： 溶着モードをタイムモードで使用している場合、 パワーサプライがグラフの
時間軸を自動的に調整し、 最適な形のグラフを表示できます。

• 溶着結果のデータから、 パワー、 振幅、 速度、 コラプス、 加圧力、 周波数のグラフ表示 : 2000Xc Series 
Actuator は、 これらのグラフ表示に対応しています。 グラフ表表示には、 溶着で重要となるポイン ト も表示

できます。 これらのグラフを参考にして溶着プロセスの最適化の検討や、 アプリケーシ ョ ンの問題点の診断
が可能です。

• ユーザ設定可能なグラフ ： すべての溶着モードで表示グラフの時間軸スケールはユーザ側で設定可能で、 溶
着サイクル初期のデータ推移の様子を評価する場合などで時間軸スケールを調節することができます。

• ホーンダウン ： クランプオン ： ホーンダウンモードで、 溶着パーツと接触して所定の加圧力が加わった時点
で、 スイッチから手を離してもホーンは下降姿勢を保持します。 解放するには、 「ホーンを原位置に戻す」
キーを押します。 クランプオフ ： この時スタートスイッチを押している間のみホーンは下降姿勢を保持しま
す。

• ホーンダウンモードの画面表示 ： ホーンダウンモードにおいてホーン下降を行う と、 画面上にはシステム圧
力、 ホーンの移動距離、 ホーンダウンスピードおよび加圧力などが表示されます。 これらの情報は、 プロセ
スリ ミ ッ トやカッ トオフなどの機能設定を正し く行うために利用できます。

• ホーンダウンモード ： システムの設定および調整に使用される手動手順。

• ホーンスキャン ： 動作周波数および制御パラメータの選択を強化するためのスキャン。

• コン ト ロールリ ミ ッ ト ： メ イン溶着モードに連動して使用される制御。 ユーザがプログラムする制限値に
よって、 溶着処理の追加制御が可能になります。

• リジェク ト リ ミ ッ ト ： ユーザー定義のプロセスアラームで不合格製品として判定する閾値を超えた場合にア
ラームが発生します。

• サスペク ト リ ミ ッ ト ： ユーザー定義のプロセスアラームでサスペク ト製品として判定する閾値を超えた場合
にアラームが発生します。

• メンブレンキーパッ ド ： タ ッチパネルは工場の塵芥、 油分に耐性のある信頼性が高い材質でつく られていま
す。

• キーパッ ドによるパラメータ入力 ： 直接入力できるようにキーパッ ドが搭載されています。 既存値の調整に
はプラス （+） / マイナス （–） キーを使います。

• パラメータ入力範囲照合機能 ： 各パラメータの設定時にポップアップ表示されるキーパッ ドには、 個々のパ
ラメータに対し入力できる数値の範囲が表示されます。

• パスワード保護機能 ： 設定された溶着条件は不用意に変更されないようにパスワードで保護することができ
ます。 パスワードは、 ユーザ側で任意に設定できます。

• プリセッ ト ： デジタル UPS は、 パワーサプライの溶着条件パラメータのプリセッ ト を保存することができま

す。

• 圧力センサ ： パワーサプライでシステム圧力を読み取ることができます。

• プリ ト リガ ： ホーン下降中、 溶着するパーツにホーンが接触する前に超音波発振を開始する機能です。

• 実測値と規定値によるプロセスアラーム表示 : アラーム状態が発生すると、 直近で終了したサイクルの溶着

結果と、 現行のサスペク ト、 リジェク ト リ ミ ッ トなどの設定値を表示します。

• ポストウェルドシーク ： 溶着サイクル終了時にシークを行い、 パワーサプライを再チューニングします。

• ランプタイム ： 2000Xc Series Actuator およびホーンの超音波の発振開始は最適な立ち上がり時間 （ランプタ

イム） で行われ、 各部に加わる電気的および機械的スト レスを軽減します。 これによって超音波発振の始動
が困難なアプリケーシ ョ ンでの超音波発振動作を補助します。 

• ラピッ ド ト ラバース ： ホーンの全移動ストロークの内で、 溶着に関係のない区間の移動量を設定し、 その区
間でのホーンの移動を早送りすることができます。 ホーンは設定された区間を高速移動すると、 溶着セッ ト
アップ ・ メニュで設定された下降速度に戻ります。

• 安全制御システム監視 ： 溶着機内の安全制御システムは、 システムの安全関連コンポーネン トが正し く動作
しているか常に監視します。 このシステムが故障状態を検知すると、 運転は中断され、 システムは直ちに安
全な状態に移行します。 安全システム警報を伝えるため、 電力インジケータのライ トが点滅します。

• S ビームロードセル / ダイナミ ックフォロースルー : S ビームロードセルが測定した加圧力がパワーサプライ

に設定されている ト リガ加圧力に達すると、 超音波発振が開始されます。
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• シーク機能 : 振動系であるスタ ックを低振幅 （約 5％） で振動させ、 その共振周波数を検知 ・記憶します。 こ

れにより共振点での動作を確実にし、 チューニング ・ エラーを最小限に抑えます。

• 設定条件の確認 ： 条件設定時、 矛盾する数値あるいは選択を入力すると、 パワーサプライは具体的な矛盾箇
所を知らせます。

• システム情報画面 ： ご使用の溶着システムに関する情報 （シリンダーサイズ、 ス ト ローク距離、 サイクル数
など） を表示する画面です。 サービスおよびサポートのご用命で ブランソン ブランソンへ連絡される場合

は、 この画面を参照して情報をご提供ください。

• テスト診断 ： テストモードでは、 超音波システムのテスト結果を数値表示とバーグラフによって視覚的に確
認することができます。

• タイムドシーク ： この機能を有効にすると 1 分おきにシークを実行し、 メモリに保存されているホーンの共

振周波数を更新します。 これは例えば溶着工程でのホーンの温度上昇が共振周波数のシフ トの原因になって
いる場合などに特に効果的です。

• 高精度電力計 ： パワーサプライの制御部には、 電力とエネルギを正確に測定するための高精度電力計が搭載
されています。

• ネーミング可能なプリセッ ト ： プリセッ トにはユーザ側で個別認識用の名称あるいはパーツ番号を名付ける
ことができ、 それぞれのプリセッ トの参照が簡単に行えます。

• 溶着結果一覧 ： 運転画面からは、 直近に完了した溶着サイクルの溶着結果データの一覧を見ることができま
す。

• 溶着モード ： タイム、 エネルギ、 ピークパワー、 アブソリュート、 コラプスおよびグランドディテク ト。
2000Xc Series Actuator では、 複数の溶着モードが用意されており、 各アプリケーシ ョ ンの要件を満たす最適

な溶着モードを選択することができます。

• デジタルキーパッ ドからの溶着条件設定値入力ユーザセッ トアップは、 各パラメータ設定メニュを選択する
とポップアップ表示されるキーパッ ドにより直接入力が可能です。 制御部でも既存値をインクリ メン ト して
入力をサポート します。
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2.4 パワーサプライの 前面パネル制御部

図 2.2 電源投入後の 2000Xc パワーサプライの前面パネルディスプレイ

表 2.2 電源投入後の 2000Xc パワーサプライの前面パネルディスプレイ

項目 名前 機能

1 電源スイッチ
溶着システムの主電源をオン／オフを切り替えます。 スイッチを
押すと、 LED が点灯し、 電源がオンになったことを示します。

2 パワー ・バーグラ
フ

溶着サイクル中、 またはテスト発振中に供給される超音波出力を
パワーサプライの定格値に対するパーセンテージで表示します。
インジータの表示倍率は、 ローパワーに設定できます。

3 リセッ トボタン
アラーム発生時にこのボタンを押すとアラームが解除されます。
運転画面上の機能のみリセッ ト します。

4 テストボタン
このボタンを押すと、 超音波パワーサプライ、 ホーン、 ブースタ、
コンバータのテスト を行う ことができるメニューが表示されます。

5 Weld Results （溶

着結果）

このキーを押すと、 過去 7 サイクル分の溶着サイクルのあらかじ

め選択した 4 種類の溶着結果パラメータが表示されます。

6 Main Menu （メ イ

ンメニュ）
このキーを押すと メインメニュ画面に戻ります。

7 Weld Setup （溶着

セッ トアップ）
このキーを押すと溶着セッ トアップ画面に移行します。

8 Graphs （グラフ）
このキーを押して、 グラフ表示させるパワー、 振幅、 速度、 周波
数、 距離、 オートスケール、 X スケールを選択します。

21

3

4

5 6 7 8
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2.5 アクチュエータ制御部およびインジケータ
2000Xc シリーズアクチュエータの前面パネルには、 下記の制御部および表示部を搭載しています。 

• 電源インジケータ ： アクチュエータがパワーサプライに正し く接続され、 パワーサプライの主電源がオンの
時に点灯します。 安全システム警報を伝えるため、 電力インジケータのライ トが点滅します。

• 圧力レギュレータ ： エアシリンダに供給するエア圧力を調整します。 調整範囲は 35 ～ 700 kPa （10 ～ 100 
psig） です。

• ダウンスピード コン ト ロール ： ダウンスピードは、 パワーサプライメニューで制御されています。 ホーンが
溶着パーツに向かって下降する速度を制御します。

• キャレッジドア ： キャレッジに取り付けた超音波スタ ックを固定します。 キャレッジドアは 4 本の六角穴付

ボルトで締め付けます。 2000Xc シリーズアクチュエータの締付けには付属工具の M5 の T 型レンチを使用し

ます。 Actuator.

• メカニカルスト ップ ： ワークがセッ ト されていない場合に、 ホーンと治具が直接接触しないようにスト ロー
ク長を調整します。 ノブを一回転させるとスト ロークが約 1mm （0.04 in） 調整されます。 ノブを時計回りに

一回転させるとスト ロークが増加します。 側面には、 相対距離を示すスケールがあります。

注記

メカニカルスト ップは、 ホーンの移動量制御による溶着を目的とした機構で
はありません。

注意

メカニカルスト ップ調整ノブは無理に回し過ぎないで ください。 破損の原因
になります。
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2.6 用語集
2000Xc シリーズを使用または操作する場合、次の用語が使用される場合があります超音波溶接システ

ム

表 2.3 用語集

名前 説明

AB Amplitude
（AB 振幅）

AB （アフターバーストの略） 発振時のホーン先端振幅。

AB Delay （AB 遅延） 溶着工程終了後からアフターバースト発振が開始されるまでの遅れ時間。

AB Time （AB 時間） アフターバーストの発振時間。

Absolute Cutoff
（アブソリュート カッ
トオフ）

コン ト ロールリ ミ ッ ト機能使用時において、 アブソリュート距離が設定値
に達すると超音波発振を終了させる機能。

Absolute Distance
（アブソリュート距
離）

ホーンが原位置から移動した距離。 （ホーンが下降し始め、 ULS （アッ

パーリ ミ ッ トスイッチ） が切れた時点から計測された距離。）

Absolute Mode （ア

ブソリュートモード）

溶着モードのひとつ。 ホーンが原位置からユーザー定義の移動距離に達し
たら超音波発振を終了させる制御方法。

Absolute Position
（アブソリュート位
置）

アッパーリ ミ ッ トスイッチがクリアにされた後のアクチュエータの位置。

Accept-as-is
（特別採用）

安全上または機能上の要件に違反していないため、 使用目的に適合した品
目として不適合品に許可される処分。

Act Clr Output
（アクチュエータクリ
ア出力）

アクチュエータクリアの出力信号。 溶着システムがアクチュエータのリ
ターンスト ロークの安全位置に達した場合に発信されます。

Actual （実際値）
溶着条件パラメータなどで事前に入力された設定値に対し、 実際の溶着サ
イクルを通じてモニタ リングまたは計測された値。

アクチュエータ
超音波スタ ックを高剛性で固定 ・内蔵し、 空圧機器を使用してホーンを駆
動させて被加工物へ設定した加圧力を与える装置。

アフターバースト
溶着工程終了後 （ホールド機能使用時は、 ホールド工程終了後） に別途設
定できる超音波発振工程で、 ホーンに張り付いた製品 （被加工物） を取り
外し易くするために超音波発振を行う機能です。

Alarm Beeper
（アラーム音）

ゼネラルアラーム発生時に出力される電子ブザー音。

Alarm Log
（アラームログ）

溶着システム運用中に発生したアラームの全記録。 アラームのコード番号
の他に、 アラームの発生日時、 アラームが発生した時のサイクル番号が記
録されます。

Amp A （振幅 A） 超音波発振開始からステップポイン ト （切り替えタイ ミング） に達する前
までに適用される振幅の設定。

Amp B （振幅 B） ステップポイン ト （切り替えタイ ミング） から超音波発振終了までに適用
される振幅の設定。
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Amp Control
（振幅制御）

デジタルまたは外部制御によって振幅を設定する機能。

Amplitude
（振幅）

発振中のホーン先端部の振動変位量で、 ピーク  to ピークの値で表します。

その振動系が正常に振動し得る最大振幅を 100 と した場合のパーセンテー

ジで設定します。

Amplitude Graph
（振幅グラフ）

溶着サイクル中の超音波発振の振幅 （最大振幅に対するパーセンテージ）
の推移を、 時間軸に対してプロッ ト したグラフ。

Amplitude Step
（振幅ステップ）

溶着工程の超音波発振の振幅を切り替える機能。

Authority Check
（権限チェ ック）

各権限レベルに対して許可された機能と メニューを有効にします。

Auto Scale Graph
（オートスケールグラ
フ）

この機能を有効にすると表示グラフの時間軸スケールは自動的に調整され
ます。 この機能が無効の場合は、 時間軸スケールは事前に設定されたス
ケールで固定されます。

Automatic
（自動運転）

プリ ト リガ機能において、 ホーンが下降し始めて ULS （アッパーリ ミ ッ ト

スイッチ） が切れた時にプリ ト リガが連動する設定。

Automation （自動）
オペレータのログインが不要な自動運転の場合に使用されます。 自動運転
では、 溶着セッ トアップおよびシステム構成メニュは無効になります。

Basic/Expert
（ベーシック / エキス

パート）

エキスパート （デフォルト） では、 溶着機のすべての機能と メニューにア
クセスできます。 ベーシックでは、 溶着セッ トアップおよびシステム構成
でアクセスできるメニュは最小限に制限されます。

Batch Setup （バッチ

セッ トアップ）
1 バッチあたりの数量を設定します。

Beep （ビープ）
パワーサプライのコン ト ロール部から発生する電子ブザー音。 超音波発振
のト リガに達した時の通知、 またはアラーム状態が発生した時の警告とし
て作業者に音で知らせます。

ブースタ

超音波スタ ックの構成部品として、 コンバータとホーンの間に取り付けら
れる金属製の半波長共振体。 通常、 入力面と出力面との間の断面で変化が
生じます。 コンバータから伝達された振動の振幅を機械的に増減変換しま
す。

Cal Actuator
（Act 校正）

アクチュエータを校正します。 アクチュエータの校正を行うため、 ユー
ザーを誘導するメニュー。 移動距離を確認することができます。

Cal Sensor
（センサの校正）

圧力および加圧力測定用デバイスの校正、 確認のための機能およびそのメ
ニュ。

Clamping Force
（クランプ力）

ホーンが被加工物に加える加圧力。

Cold Start
（コールドスタート）

各パラメータが工場出荷時の初期設定値に戻ります。 警告 ：使用には十分
注意して ください。

Collapse Distance
（コラプス距離）

超音波発振の開始 （ト リガ ON） から終了までの間に被加工物の変形によ

りホーンが沈み込んだ距離。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Collapse Mode
（コラプスモード）

溶着モードのひとつ。 超音波発振の開始 （ト リガ ON） からホーンが事前

に設定された沈み込み量に達したら超音波発振を終了させる制御方法。

Components Verify
（コンポーネン ト確
認）

溶着の開始前に、 システム構成のシステムコンポーネン ト と溶着プリセッ
トのシステムコンポーネン トが一致することを確認します。

コン ト ロールリ ミ ッ
ト

溶接サイクルの超音波発振の終了を定義し、 ホールド状態にする追加パラ
メータ。

コンバータ
超音波レベルの高周波で電気的エネルギを機械的振動に変換する装置。 溶
着システムの中心的なコンポーネン ト としてアクチュエータ内に取り付け
られます。

Counters （カウンタ）
カテゴリごとに集計されるサイクル数の記録 （例 ： アラーム、 合格製品数
など）。

サイクル中断 溶着サイクルを直ちに強制終了させる設定をするためのメニュ。

Digital Filter
（デジタルフ ィルタ）

より有効なデータを提供するために使用される平滑化法。

Digital Frequency
（デジタル周波数）

ホーンの発振開始時に適用される特定の周波数。 工場出荷時にはデフォル
ト値 （推奨値） が設定されています。

Downspeed
（ダウンスピード）

アクチュエータのダウンストローク時のホーン下降速度。 ユーザ側が設定
可能で、 最大速度に対するパーセンテージで設定します。

Downspeed Tuning
（ダウンスピード
チューニング）

ホーンの下降速度を測定し、 速度設定に微調整を加えるために実行するア
クチュエータテストサイクル。

Energy Braking
（エネルギブレーキ）

超音波を停止する前にパワーサプライが発振振幅を減少させるための時間
を確保します。 この状態ではオーバーロードが発生しても全て無視されま
す。 オーバーロードは、 ホールド状態になってから処理されます。

Energy 
Compensation
（エネルギ補償）

設定された溶着時間に達してもモニタされたエネルギ値がここで設定され
た最小値を下回っている場合、 その最小値に達するまで、 または設定溶着
時間の最大 50％増まで発振を延長します。

Energy Mode
（エネルギモード）

溶着モードのひとつ。 超音波発振が事前に設定された発振時間に達したら
発振を終了させる制御方法。

Event History
（イベン ト履歴）

溶着セッ トアップおよびシステム構成の各メニュに加えられた変更の記
録。 変更日時、 ユーザ ID および変更に関するコ メン ト を記録します。 監

査目的で使用します。

Executive
（エグゼクテ ィブ）

パワーサプライが許可する最高のアクセス権限レベル。 エグゼクテ ィブは
すべてのシステム構成および溶着セッ トアップ機能へアクセスできます。
また、 エグゼクテ ィブ権限のみユーザ ID の設定の作成または変更を行う

ことができます。 複数のエグゼクティブレベルユーザをユーザ ID テーブ

ルで作成できます。 ユーザ ID テーブルには、 少な く とも １人以上のエグ

ゼクティブユーザを登録する必要があります。

External Amplitude 
Control
（外部振幅制御）

外部からの信号で振幅制御をリアルタイムに行う機能。

表 2.3 用語集

名前 説明
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External Frequency 
Control
（外部周波数制御）

外部からの信号で周波数制御をリアルタイムに行う機能。

External U/S Delay
（外部発振信号遅延）

この機能を有効にすると、 スタート信号が入力された溶着システムは、 30 
秒以内の範囲で外部発振ト リガ信号の入力を待ちます。 遅延時間が経過し
ても ト リガ信号の入力がない場合はアラームが記録され、 その溶着サイク
ルは中断されます。

Extra Cooling
（追加冷却）

この機能を有効にすると ULS （アッパーリ ミ ッ トスイッチ） が切れた時点

から冷却エアの供給が開始され、 溶着サイクル中は冷却エアの供給が続き
ます。 この機能を無効にすると冷却エアは超音波発振の開始時点から供給
されます。

F Actual
（周波数実測値）

周波数実際値。 サイクル中に測定される超音波スタ ックの動作周波数。

F Memory
（周波数メモリ）

パワーサプライのメモリに保存された周波数。 メモリ された周波数は超音
波スタ ックの動作周波数の値として使用されます。

Force （溶着加圧力） 溶着中の加圧力。 サイクル中に被加工物に加えられる機械的な加圧力。

Force Act
（実際の溶着加圧力）

実際の溶着加圧力。 溶着サイクルの結果から確認された、 機械的加圧力の
測定値。

Force Graph
（加圧力グラフ）

溶着サイクル中の加圧力の推移を時間軸に対してプロッ ト したグラフ。

Force/Col Graph
（溶着力 / コラプスグ

ラフ）

溶着サイクル中のコラプス ・ ディスタンスの推移と加圧力の推移を、 時間
軸に対して同時にプロッ ト したグラフ。

Freq Chg
（周波数変化）

周波数の変化 （超音波発振開始時の周波数に対する超音波発振終了時の周
波数の変化量）。

Freq End
（終了周波数）

溶着工程の超音波発振終了時点の周波数。

Freq Max
（最高周波数）

最高周波数。 溶着工程の超音波発振中に到達した最も高い周波数。

Freq Min
（最低周波数）

最低周波数。 溶着工程の超音波発振中に到達した最も低い周波数。

Freq Start
（開始周波数）

開始時の周波数。 溶着工程の超音波発振開始時の周波数。

Frequency （周波数）
超音波スタ ックの動作周波数。 パワーサプライのメモリに記録される周波
数は、 溶着サイクルでの超音波発振終了時点に測定された周波数です。

Frequency Graph
（周波数グラフ）

溶着サイクル中の発振周波数の推移を時間軸に対してプロッ ト したグラ
フ。

Frequency Offset
（周波数オフセッ ト）

パワーサプライに保存された超音波周波数に適用されるオフセッ ト係数。

General Alarm
（ゼネラルアラーム）

溶着システムの異常、 または溶着サイクル中のモニタ リング値が設定され
たリ ミ ッ ト値に達した場合に発生するアラームの総称。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Gnd Det.  Mode
（グランドディテク ト
モード）

溶着モードのひとつで、 2000Xct シリーズパワーサプライの全モデルで使

用できます。 グランドディテク ト （ホーンが治具またはアンビルに接触し
たことを示す信号） が検出された時点で超音波発振を終了させる制御方
法。

Ground Det. Cutoff
（グランドディテク ト
カッ トオフ）

グランドディテク ト カッ トオフ。 グランドディテク ト （ホーンが治具また
はアンビルに接触したことを示す信号） が検出された時点でホールド工程
を含む全ての溶着プロセスを直ちに停止させる機能。

Hold Force
（ホールド加圧力）

ホールド工程中ホーンが被加工物に加える加圧力。 

Hold Pressure
（ホールド圧力）

ホールド工程中に適用される圧力。 初期設定では、 ホールド圧力は溶着圧
力と同じ値に設定されます。

Hold Time
（ホールド時間）

ホールド工程の持続時間。 

Horn Clamp
（ホーンクランプ）

この機能をオンにすると、 アラーム発生時にホーンは下降したまま被加工
物をホールド した状態で停止します。 リセッ ト してホーンを原位置復帰す
るには、 スーパーバイザの権限が必要です。

Horn Down
（ホーンダウン）

超音波は発振しません。 このモードは治工具のセッ トアップや溶着パーツ
の位置出しの確認などに利用できます。

Horn Down
（ホーンダウン）

プリセッ ト 1 ～ 32 の外部呼出し機能が利用できます。

Key （キー） 特別な製品設定コード用に用意された機能です。

Linear Encoder （リ

ニアエンコーダ）

アクチュエータに取り付けられた、 サイクル中のホーン移動距離を測定す
るデバイス。

Main Menu
（メ インメニュ）

この溶着システムで利用できる機能のカテゴリ リス ト を表示した、 主要メ
ニュ画面。

Max Energy
（最大エネルギ）

最大エネルギ。 アラームを発生させることな く溶着が完了できる最大値。
タイムモードでエネルギ補償機能で使用し、 この設定に達すると超音波発
信を終了します。

Memory Full
（メモリフル）

メモリの容量がいっぱいになった場合、 メモリ内がクリアされるまで次回
の溶着サイクルは許可されません。 「すぐにコピー」 キーを使用してメモ
リ内容を外部デバイスへコピーすると メモリをクリアできます。 あるいは
「続行」 に設定すると、 メモリの内容が一番古いものから自動的に上書き
されます。

Min Energy
（最小エネルギ）

最小エネルギ。 アラームを発生させることな く溶着が完了できる最小値。
タイムモードでこの設定に達するまで、 あるいは設定された溶着時間の最
大 50% 増まで超音波発信を延長します。

Minus Limit
（マイナスリ ミ ッ ト）

リ ミ ッ ト設定方式のパラメータでユーザが下限値として定義する値。 サス
ペク ト リ ミ ッ ト、 リジェク ト リ ミ ッ ト機能などで使用します。

Missing Part
（ミ ッシングパーツ）

溶着開始のト リガが入るアブソリュート位置を最小、 最大のリ ミ ッ ト範囲
で設定します。 システムは溶着パーツが挿入されていない、 あるいは不適
切にセッ ト されていると判断しサイクルを中断してアクチュエータを原位
置に戻しアラームを発生させます。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Operator
（オペレータ）

権限レベルの一つで、 Technician （技術者） より下位に位置するレベルで

す。 オペレータは溶着サイクルを実行するスタートスイッチの操作、 およ
びシステム情報、 溶着履歴、 現在の設定の表示画面にアクセスできます。
ただし、 溶着セッ トアップ ・ メニュ、 システム構成メニュなどの設定を変
更するメニュへはアクセスできません。

Operator Authority
（オペレータ権限）

通常のオペレータ権限のユーザに与えられる基本的なアクセス権に加えて
付与される特別なアクセス権を選択、 設定できます。 この権限の設定はグ
ローバルで、 全オペレータレベルユーザに適用されます。 ユーザ ID 表上

では複数のオペレータ権限レベルのユーザを作成できます。

P/Col Graph （パワー

/ コラプスグラフ）

溶着サイクル中の超音波出力 （定格最大出力に対するパーセンテージで表
示） の推移とコラプス ・ ディスタンスの推移を、 時間軸に対して同時にプ
ロッ ト したグラフ。

P/Force Graph （パ

ワー / 加圧力グラフ）

溶着サイクル中の加圧力の推移と超音波出力 （定格最大出力に対するパー
センテージで表示） の推移を、 時間軸に対して同時にプロッ ト したグラ
フ。

Parameter Range
（パラ メータ範囲）

各パラメータの設定において、 数値を入力できる有効範囲。 

Part-ID Scan
（パーツ ID スキャン）

USB バーコード リーダ （別売） などのデバイスを使用して各溶着サイク

ルでのワーク （被加工物） の ID を管理する必要がある場合にこの機能を

使用します。 オこの機能をオンにすると、 溶着しよう とするワークの ID
が事前に読み込まれない限りシステムは待機モードのまま溶着サイクルが
開始されません。 この機能がオフの場合は事前のワーク ID の読み取りは

要求されません。

Password Recovery 
Kit （パスワード復旧

キッ ト）

PRK. 権限チェ ック機能を無効化させるために、 パワーサプライの背面コ

ネクタに挿し込んで使用するドングル。

Peak Power 
（ピークパワー）

溶着モードのひとつ。 超音波発振時の出力 （パワー、 定格最大出力に対す
るパーセンテージで表示） が事前に設定された出力 （パワー） 値に達した
ら発振を終了させる制御方法。

Peak Power Cutoff
（ピークパワーカッ ト
オフ）

コン ト ロールリ ミ ッ ト機能使用時において、 ピークパワー設定値に実際の
モニタ値が達すると超音波発振を停止させる機能。

Plus Limit
（プラスリ ミ ッ ト）

リ ミ ッ ト設定方式のパラメータでユーザが上限値として定義する値。 サス
ペク ト リ ミ ッ ト、 リジェク ト リ ミ ッ ト機能などで使用します。

Pneumatic Air Prep
（空気圧プレップ）

締め切り弁、 フ ィルタが取り付けられているパネルユニッ トで、 通常はア
クチュエータサポートに内蔵されています。 アクチュエータを直立で使用
できない場合、 あるいはアクチュエータの取付けにブランソン製アクチュ
エータサポート を使用しない場合に、 溶着システムにはこのパネルの据付
が必要となります。

Post Weld Seek （ポ

ス トウェルドシーク）

周波数をメモリへ保存するために、 ホールド工程後 （アフターバースト機
能使用時はアフターバースト工程後） にパワーサプライを低レベル （5％）

の振幅でシークする機能。

Power Graph
（パワーグラフ）

溶着サイクル中の超音波出力 （定格最大出力に対するパーセンテージで表
示） の推移を、 時間軸に対してプロッ ト したグラフ。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Preset
（プリセッ ト）

特定のアプリケーシ ョ ン用に設定された一連の溶着条件パラメータ群。
ユーザ側で個別に名前を付けてパワーサプライの内部メモリに保存され、
必要に応じて呼び出しが可能です。 溶着システムのアプリケーシ ョ ン変更
時に溶着条件のセッ トアップが簡単に行えます。

Preset Barcode Start
（プリセッ トバーコー
ドスタート）

プリセッ トバーコードスタートの文字セッ トは、 呼び出せるプリセッ ト を
示します。 文字の次の数字は、 どのプリセッ ト番号かを示します。 たとえ
ば、 「バーコードスタートプリセッ ト = P」 は、 バーコード リーダーが

「P」 をバーコードの最初の文字として認識する場合、 バーコードの 「P」
の後の番号に基づいてプリセッ ト を呼び出します。

Preset Name
（プリセッ ト名）

ユーザ側で個別に定義するプリセッ トの名前。 

Presets, External 
Selection （外部選択

プリセッ ト）

プリセッ トは、 ユーザ I /O インターフェースの 5 つのユーザ入力を使用し

て外部から選択することが可能です。

Pressure Limits
（圧力リ ミ ッ ト）

溶着圧力の最大 / 最小リ ミ ッ ト値。

Pressure Step
（圧力ステップ）

溶着工程の圧力を、 設定されたステップポイン ト （切り替えタイ ミング）
で２段階に切り替える機能。 圧力 A は圧力 B 以下に設定しなければなり

ません。

Pretrg @ D プリ ト リガ発振を開始するタイ ミングとなるホーンのディスタンス （原位
置からの移動量） 設定。

Pretrig Amp
（プリ ト リガ振幅）

プリ ト リガ振幅。 プリ ト リガ発振時に使用するホーンの振幅。

Pretrigger
（プリ ト リガ）

ホーンがワーク （被加工物） と接触する前に超音波発振を開始させる機
能。 

Rapid Traverse/
RAPID TRAV （ラ

ピッ ド ト ラバース）

ス ト ローク中にダウンスピード値が制御に適用される前に、 ユーザ定義の
ポイン トまでのアクチュエータの高速降下を可能にします。

Ready Position （レ

ディ ・ ポジシ ョ ン）
ホーンが原位置に戻り、 スタート信号を受け取る準備ができている状態。 

Recall Preset （プリ

セッ トの呼び出し）

ユーザがセッ トアップまたは変更のためにメモリからプリセッ ト を呼び出
すこと。

Reject Limits （リ

ジェク ト リ ミ ッ ト）

不正なサイクルで不合格品が生産されたと定義されるユーザー定義のリ
ミ ッ ト。

Reset Required
（リセッ ト要求）

リ ミ ッ ト表示と使用されるステータスで、 リ ミ ッ ト を超過した際にリセッ
トが要求されます。 リセッ ト操作はパワーサプライ前面にある 「Reset」
ボタンまたはユーザ I/O の外部リセッ ト信号を使用します。 

Run Screen
（実行画面）

溶着状況、 アラーム、 サイクルカウンタ、 その他の情報を表示する画面。
パワーサプライ前面のタ ッチスクリーンからアクセスできます。 

S ビーム式ロードセ

ル

超音波発振のト リガや溶着結果の加圧力グラフ作成の際のデータとして利
用されます。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Scrub Time
（スクラブタイム）

グランドディテク トモードにおいて、 グランドディテク ト信号 （ホーンと
アンビルが接触したこと示す信号） を検知してから超音波発振を停止する
までの時間。

Seek （シーク機能）
振動系であるスタ ックを低振幅 （5％） で振動させ、 その共振周波数を検

知、 記憶する動作またはその機能。

Setup Limits （セッ ト

アップリ ミ ッ ト）
溶着プリセッ トで変更が可能な最小および最大パラメータ。

Stack （スタ ッ ク）
コンバータ、 ブースタ、 ホーンで構成される機械的超音波振動系ユニッ
ト。

Start Frequency
（開始周波数）

メモリに保存されている周波数および溶着工程での超音波発振開始時の周
波数。

Step @ Col (in) 設定 A から設定 B に移行するタイ ミングとして定義するコラプス距離の

設定。

Step @ E (J) 設定 A から設定 B に移行するタイ ミングとして定義するエネルギの設定。

Step @ Ext Sig 振幅あるいは圧力のステップ機能を使用する際に、 設定 A から設定 B に

移行するタイ ミングとして外部信号の入力を使用することができます。

Step @ Pwr (%) 設定 A から設定 B に移行するタイ ミングとして定義するエネルギの設定。

Step @ T (S) 設定 A から設定 B に移行するタイ ミングとして定義する時間の設定。

Supervisor
（スーパーバイザ）

権限レベルの一つで、 Executive （エグゼクテ ィブ） より下位に位置する

レベルです。 スーパーバイザはすべてのシステム構成および溶着セッ ト
アップ機能へアクセスできます。 ユーザ ID 表上では複数のスーパーバイ

ザ権限レベルのユーザを作成できます。

Suspect Limits （サス

ペク ト リ ミ ッ ト）

溶着サイクルで溶着結果が不合格である可能性がある ( サスペク ト ) と判

断するためのユーザ定義のリ ミ ッ ト。

SV Interlock （SV イ

ンターロック）

SV インターロック信号が入力されると、 パワーサプライが補助ドアを閉

じます。

Sys Components
（システムコンポーネ
ン ト）

システムのコンポーネン ト。 パワーサプライ、 アクチュエータ、 スタ ック
に個別の名前を割り当てます。 割り当てられた名前はシステム構成および
溶着プリセッ トのデータの一部になります。

Technician （技術者）

権限レベルの一つで、 Supervisor （スーパーバイザ） より下位に位置する

レベルです。 技術者は溶着セッ トアップの条件設定および保存、 ホーンダ
ウンテスト、 診断メニュ機能の使用が可能です。 ただし認証作業および認
証済みプリセッ トのロックまたはロック解除の作業はできません。 また、
システム構成メニュにアクセスすることもできません。 ユーザ ID 表上で

は複数の技術者権限レベルのユーザを作成できます。

Test Scale
（テス トスケール）

テスト発振を実行する際の、 パワーサプライ前面パネルの出力バーグラフ
表示倍率の設定。 低出力のスタ ックを使用する場合などで有効です。

Time Mode
（タイムモード）

超音波発振が事前に設定された発振時間に達したら発振を終了させる制御
方法。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Timeout
（タイムアウト）

超音波発振が開始されても設定された主要制御パラメータにモニタ値が到
達しない場合に、 時間切れとして発振を停止するまでの時間設定。

Trig Delay
（ ト リガ遅延）

ト リガの遅延。 超音波発振開始および加圧力が溶着加圧力の設定に立ち上
がり始めるまでの遅れ時間。 ユーザ側で設定可能です。

Trigger （ ト リガ）

超音波発振が開始されるきっかけとなる ト リガ加圧力の設定された圧力レ
ベル。 超音波発振が開始されるきっかけとなる ト リガ距離の設定された移
動距離。 ト リガはディスタンスが使用されていると、 加圧力は考慮されま
せん。

Trigger Beeper
（ ト リガビーパー）

ト リガが作動したことを知らせるビープ音。

Upper Limit Switch 
(ULS) （上昇端スイッ

チ （ULS））
スイッチが作動していると、 ホーンが原位置にあることを示します。

UPS パワーサプライの主要部である超音波発振モジュール。

USB Copy Now （す

ぐに USB コピー）

この機能を使用すると、 パワーサプライから USB タイプの外部メディア

へ溶着履歴、 イベン ト履歴、 現行の溶着セッ トアップの一覧、 およびユー
ザ ID 表が PDF ファイル形式でコピーされます。 なおこの機能のメニュ

キーは、 パワーサプライの USB コネクタに外部メディアが接続されてい

る場合のみ表示されます。

USB Streaming Data 
Setup （USB データ

取り込み設定）

このメニュでは、 パワーサプライから USB タイプの外部メディアへ溶着

結果データおよびグラフデータを取り込むタイ ミングを設定します。 取り
込んだデータは、 PC 上でブランソン溶着履歴ユーティ リテ ィプログラム

を使用して閲覧することができます。

User I/O
（ユーザ I/O）

ユーザ I/O はアクチュエータのカスタム入出力信号の設定に使用します。

このメニュを使用できるのは溶着システムが溶着サイクル中以外の状態に
ある場合に限ります。

User ID Setup （ユー

ザ ID セッ トアップ）
このメニュではパワーサプライへアクセスできるユーザの追加または編集
ができます。

User-defined Limits
（溶着結果に対する
ユーザ定義可能なリ
ミ ッ ト値設定）

「－」 はユーザ定義の下限値、 「＋」 はユーザ定義の上限値を示す加工結果
です。

• –/+ S/R Energy: 溶着中に到達したエネルギ値。

• –/+ Force: 溶着サイクル中の超音波発振工程終了時の加圧力。

• –/+ S/R Freq: 溶着中に到達したピーク周波数。

• –/+ S/R Power: 溶着中に到達したピークパワーで、 パワーサプライの定格最大

出力に対するパーセン トで表した値。

• –/+ S/R Abs D: アッパリ ミ ッ トスイッチ作動時点から溶着中に到達したホーン

の原位置からのアブソリュート距離。

• –/+ S/R Col D: ト リガがオンになった時点から溶着工程終了時までに到達した

ホーンのコラプス距離 （沈み込み量）

• –/+ S/R Trg D: 溶着サイクル中でホーンの原位置から ト リガがオンになった位

置までの距離。

• –/+ S/R Time: 溶着サイクル中の超音波発振時間。

表 2.3 用語集

名前 説明
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Velocity Graph
（速度グラフ）

溶着サイクル中のホーンの動作速度の推移を、 時間軸に対してプロッ ト し
たグラフ。

View Setup
（設定表示）

溶着セッ トアップ ・ メニュで設定されている現行の各パラメータの一覧を
表示する読み取り専用のメニュで、 メインメニュからアクセスします。 溶
着セッ トアップ ・ メニュがパスワード保護されている場合でも、 このメ
ニュにはパスワードなしでアクセスできます。

Weld Count
（溶着カウン ト）

完了した溶着サイクルのカウン ト数。

Weld Energy
（溶着エネルギ）

溶着サイクル中に超音波振動として被加工物に加えるエネルギ。

Weld Force
（溶着加圧力）

溶着サイクル中の超音波発振工程終了時点での加圧力。

Weld History
（溶着履歴）

過去 100,000 サイクル分の溶着結果データが要約データ形式で保存されま

す。

Weld History Setup
（溶着履歴設定）

このメニュでは、 溶着履歴画面に表示するパラメータの種類を選択しま
す。

Weld Results
（溶着結果）

最終溶着サイクルに関する溶着結果データが表示されます。

Weld Scale
（ウェルドスケール）

溶着サイクル中に表示される出力バー LED。

Weld Time
（溶着時間）

溶着工程で超音波が発振されている時間。

Windows Setup
（Windows 設定）

このメニュから Microsoft Windows 画面にアクセスできます。

Write In Fields
（フ ィールドに書込
み）

特定の溶着セッ トアップおよびサイクルに対して任意の英数字を割り当て
る機能。

X Scale Graph
（X スケールグラフ）

オートスケール機能がオフの場合に、 このメニュで X スケール （時間軸の

倍率） を指定することができます。

表 2.3 用語集

名前 説明
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2.7 21 CFR Part 11 の準拠

ブランソン 2000Xc 溶着システムは、ご使用するお客様が FDA’s 21 CFR Part11 （米連邦規則集、第 21
条、 第 11 章） の規則に準拠できるように装置仕様が対応しています。 FDA’s 21 CFR Part11 の要件に

準拠する設定にする場合、 2000Xc 溶着システムはユーザ権限認証モードに設定する必要があります。

この場合、2000Xc 溶着システムはデータの生成および保存を行うため、使用目的は 「サブパート B-閉
鎖システム、 第 10 項」 に該当します。

2000Xc 溶着システムで生成されるデータは読み取り可能なフォーマッ トで、 PDF 形式で USB 対応の

外部メディアにコピーするか、または Web 環境を利用してイーサネッ トポート経由でダウンロードす

ることができます。 2000Xc パワーサプライ内のデータはバッファ リングされシステムに保存されま

す。 ただし、 保存されるそれらのデータはシステムのスト レージ容量の制限を受けます。 新しいデー
タの保存のためにス ト レージの空き容量を確保するには、 現在システムに保存されているデータを
USB 対応の外部メディアにコピーするか、 Web 環境を利用してダウンロード します。 コピーまたはダ

ウンロードが完了したら、 データは削除しても構いません。

ユーザ認証アクセス機能および権限チェ ックセキュリテ ィ機能は、2000Xc パワーサプライのシステム

構成メニュにより設定可能で、 パスワード変更の頻度、 アイ ド リング状態でのログアウト時間、 アカ
ウン ト機能の無効化などを制御部で管理できるように設定できます。 なお、 ユーザ ID は業界標準の複

雑さ要件を満たした一意的な文字列で設定されなければなりません。

監査証跡はイベン ト履歴画面からアクセスできます。 認証済みプリセッ ト、 システム構成設定、 およ
びユーザ ID 権限表の内容に加えられた変更は、 ログインしたユーザ ID、 ログイン日時、および加えた

変更に関するコ メン ト と共にイベン ト履歴に記録されます
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3.1 輸送および取り扱い

3.1.1 環境仕様

パワーサプライおよびアクチュエータの内部コンポーネン トは静電気放電に敏感で、 ユニッ ト を落と
したり、 不適切な条件で輸送したり、 その他取り扱いを誤ると、 多くのコンポーネン トは損傷を受け
る可能性があります。

アクチュエータおよびパワーサプライを輸送する際は、 以下の環境ガイド ラインに従って ください。

注意

パワーサプライの内部コンポーネン トは静電気放電に敏感です。 ユニッ ト を
落としたり、 不適切な条件で輸送したり、 その他取り扱いを誤ると、 多くの
コンポーネン トは損傷を受ける可能性があります。

表 3.1 環境仕様

環境条件 許容範囲

湿度 85% 以下 （結露なきこと）

保管 / 輸送時の温度
-25 ℃～ +50 ℃ （-13°F ～ +122°F）
（24 時間の場合 +70 ℃ （+158°F））

衝撃 / 振動 （輸送時）
衝撃 ： 60G、 振動 ： 0.5G で 3 ～ 100Hz
（ASTM3332-88 および ASTM3580-90 に準拠）
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3.2 受入れ
ブランソン製品のアクチュエータおよびパワーサプライの出荷にあたっては、 入念な検査と梱包を
行っておりますが、 物品の受入れ時には以下の確認作業を行う ことをお勧めします。

納入時のチェ ック :

表 3.2 受入れ

ステップ 手順

1 納入時点で梱包および物品を目視確認し、 輸送中に損傷を受けていない
かチェ ックします。

2 納品書と照合して、 全ての物品が揃っていることを確認します。

3 輸送中に装置の部品やコンポーネン トの緩み、 脱落などがないかを確認
し、 必要に応じて取付けねじの増し締めを行います。

注記

納入された物品が輸送中に損傷を受けていた場合は、 速やかに運送業者に連
絡して ください。 点検やユニッ トの返送で必要になる場合がありますので、
梱包材は保管しておいて ください。

注意

アクチュエータおよびパワーサプライは重量品です。 取扱い、 開梱、 および
据付けを行う場合には、 複数で作業を行うか、 リフ トやホイストのような懸
吊装置が必要になることがあります。
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3.3 開梱

3.3.1 アクチュエータアセンブリ

アクチュエータアッセンブリは重量物であり、 専用の輸送用保護コンテナに梱包されています。 また
この専用コンテナには、 コンバータ、 ブースタ、 および専用工具が同梱されます。 

アクチュエータは下記 2 種類のアッセンブリスタイルのいずれかの状態で出荷され、 お客様に納入さ

れる実際のコンポーネン トはご注文内容に応じたアッセンブリスタイルに対して専用の梱包材が使用
されます。 各梱包状態には、 それぞれのアッセンブリスタイルにつき適切な開梱手順があります。 ア
クチュエータの開梱および据付けの詳しい手順については、 「章 5: 据付およびセッ トアップ」 を参照

して ください。

• スタンド （ベース付きアクチュエータ） ： スタンドは、 木製パレッ トの上に乗せて、 段ボールのボックスカ
バー付きで出荷されています （ハブ上に取り付けられたスタンド形態の場合も同様の梱包仕様になります。）

• アクチュエータ （単体） ： スタンド用構成部品を使用しないアクチュエータ単体の場合は、 保護用緩衝材で補
強された頑丈な専用段ボール箱に梱包して出荷されます。

3.3.2 パワーサプライ

パワーサプライは最終組立てされた状態で納品されます。 保護用緩衝材で補強された頑丈な専用段
ボール箱に梱包して出荷されます。 この段ボール箱には、 付属品およびオプシ ョ ン部品が同梱される
場合もあります。

パワーサプライを開梱するときは、 以下の手順に従って ください。

表 3.3 開梱手順

ステップ 手順

1 到着後速やかにパワーサプライを開梱します。 梱包材は保管しておいて くだ
さい。

2 制御部、 インジケータ、 および本体表面に損傷がないか点検します。

3 パワーサプライのカバーを取り外し、 輸送中に脱落した部品などがないか
チェ ックします。

注記

納入された物品が輸送中に損傷を受けていた場合は、 速やかに運送会社に連
絡して ください。 点検やユニッ トの返送で必要なる場合がありますので、 梱
包材は保管しておいて ください。



100-412-233JA REV. 08 41

3.4 機器の返品
ブランソンへ機器を返品される場合は、 弊社のお客様担当者または最寄りのブランソン各営業所のカ
スタマ ・サービスセンターまで返品の旨をご連絡ください。

修理のために機器を返品する場合は、 本書の 「1.5 修理のために機器を返送する」 を参照いただき、 適

切な手順で返送して ください。
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4.1 製品仕様

4.1.1 要件仕様

2000Xc Series Actuator の運転には圧縮エアが必要です。供給元には 「清浄 （5 ミ クロンのレベル） で、

乾燥かつ油分を含まない」 圧縮エアを必ず使用して く ださい。 アクチュエータは駆動と冷却のために
最小 483kPa （70psi） の圧力が必要で、 アプリケーシ ョ ンによっては最大 690kPa （100psi） まで必要

な場合があります。 下の表は、 超音波溶着システムの環境仕様です。

すべての入力電力条件は、 パワーサプライに対するものです。

4.1.2 性能仕様

下の表は、 2000Xc Series Actuator の製品仕様の説明です。

表 4.1 環境仕様

環境仕様 許容範囲

湿度 85% 以下 （結露なきこと）

周囲温度 +5°C ～ +40°C （+41°F ～ +104°F）

保管 / 輸送時の温度
-25 ℃～ +50 ℃ （-13°F ～ +122°F）

（24 時間の場合 +70 ℃ （+158°F））

表 4.2 最大加圧力 （圧力 690kPa (100psi)、 101.6mm (4.0”) ストロークで使用した場合）

2000Xc AEC アクチュエータ

1.5" シリンダ仕様 600.5 N （61.2 kgf、 135 lbf）

0.2" シリンダ仕様 1196.6 N （122 kgf、 269 lbf）

2.5" シリンダ仕様 1961.7 N （200 kgf、 441 lbf）

3.0" シリンダ仕様 2895.8 N （295.3 kgf、 651 lbf）

3.25" シリンダ仕様 3434 N （350.2 kgf、 772 lbf）

2000Xc Micro アクチュエータ

Φ32mm シリンダ仕

様
498.2N(51.0 kgf、 112ibf)

Φ40mm シリンダ仕

様
800.67N(81.6 kgf、 180 lbf)

表 4.3 ダイナミ ック ト リガ加圧力
2000Xc AEC アクチュエータ

1.5" および 2.0" シリンダ仕様 22.2 N (2.3 kgf、 5 lbf)  ～ 最大加圧力

2.5"、 3.0"、 および 3.25" シリンダ仕

様
44.5 N (4.5 kgf、 10 lbf) ～ 最大加圧力



100-412-233JA REV. 08 45

2000Xc AEC アクチュエータ

最小ストローク ： 3.2 mm (1/8")

最大ストローク ： 95.2 mm (3-3/4") （4" シリンダの場合）

2000Xc Micro アクチュエータ

最小ストローク ： 6.5mm

最大ストローク ： 70mm

2000Xc Micro アクチュエータ

Φ32mm シリンダ仕

様
22.2 N (2.3 kgf、 5 lbf)  ～ 最大加圧力

Φ40mm シリンダ仕

様
22.2 N (2.3 kgf、 5 lbf)  ～ 最大加圧力

表 4.4 ダイナミ ックフォロースルー
2000Xc AEC アクチュエータ

1.5"、 2.0" 66.7 N (6.8 kgf、 15 lbf) ～最大加圧力

2.5"、 3.0"、 3.25" 66.7 N (6.8 kgf、 15 lbf) ～ 1779.3 N (181.4 kgf、 400 lbf)

2000Xc Micro アクチュエータ

Φ32mm シリンダ仕

様
44.5 N (4.5 kgf、 10 lbf) ～ 最大加圧力

Φ40mm シリンダ仕

様
44.5 N (4.5 kgf、 10 lbf) ～ 最大加圧力

表 4.5 最高移動速度 （アプリケーシ ョ ンに応じて変動）
2000Xc AEC アクチュエータ

下降速度／上昇 （復
帰） 速度

最大 177.8 m/s （7 inch/s） （全てのシリンダサイズ仕様にお

いて、 ス ト ローク 88.9 mm （3.5 inch）、 圧力 620.6 kPa （90 
psi） で使用の場合

2000Xc Micro アクチュエータ

下降速度／上昇 （復
帰） 速度

最大 177.8 mｍ/s （7 inch/s） （全てのシリンダサイズ仕様に

おいて、 ス ト ローク 88.9 mm （3.5 inch）、 圧力 620.6 kPa
（80 psi） で使用の場合
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4.2 外形寸法
外形寸法の詳細については、 「章 5: 据付およびセッ トアップ」 を参照して ください。

4.2.1 標準アイテム

アクチュエータサポート

アクチュエータサポートは、 アクチュエータをコラムにしっかり と固定するために使用されます。 ま
たアクチュエータサポート を使用すると、 アプリケーシ ョ ンに合わせたアクチュエータの高さ調整、
ホーンス ト ロークの調整、 ホーンと治具との位置調整、 およびメンテナンスなどの作業が楽に行えま
す。 

アクチュエータベース

スライ ド機構

スライド機構は 8 セッ トの予圧式、 常時潤滑式のベアリングを基本とし、 ホーンの正確で安定したア

ライメン ト、 スムーズな直線運動、 および長期間の信頼性を実現します。

リ ミ ッ トスイッチ

光学式上昇端スイッチ （ULS） は、 キャレッジがス ト ロークの原位置 （ホーム） に戻り、 次の溶着サ

イクルを開始する準備が整ったことを示す信号をパワーサプライの制御回路に送ります。 

パワーサプライは、 アクチュエータからの信号を使用して、 以下の例に示すような各種制御機能を実
行します。

• インデックス制御：自動運転システムでは、ホーンが移動して事前に設定された距離まで来ると、
リニアエンコーダがアクチュエータクリア信号を出力します。この信号は、安全インターロック
スイッチの起動に使用され、ホーンが完全に収納される前にワーク搬送装置の移動を制御（イン
デックス制御）します。

• 自動プリトリガ ：2000Xc ????パワーサプライは、ULS信号またはエンコーダ距離信号を使用し

て、ホーンが部品に接触する前に超音波発振を開始することができます。プリトリガ は、使用す

るホーンが大型またはホーンの振動が立ち上がり難い場合や、特殊なアプリケーションで使用さ
れます。

メ カニカルスト ップ

メカニカルスト ップは、 ホーンの下降端位置を制限します。 装置の損傷を防止するため、 ホーンの下
降端は治具にワーク （被加工物） がセッ ト されていない状態でホーンが直接治具に接触しないような
位置に調整します。 2000Xc AEC アクチュエータ右側面には、 相対距離を示すスケールがあります。

表 4.6 ベースの制御部の説明

名前 説明

Start Switches （スタート

スイッチ） 
両手で同時に押して、 アクチュエータから溶着サイクル
を開始します。

非常停止ボタン
押した時点で （パワーサプライから） 溶着サイクルを中
断し、 ホーンは原位置に復帰します。 ボタンの解除は時
計回りにひねります。

Start Cable （スタート

ケーブル）
アクチュエータの START コネクタに接続します。



100-412-233JA REV. 08 47

2000Xc Micro アクチュエータではスケールはな く、 リ ミ ッ トスクリューを回し、 ナッ ト をロックする

際に停止する位置を調整するためだけに使用が可能です。 なおメカニカルス ト ップは、 ホーンの移動
量制御による溶着を目的とした機構ではありません。

空気圧システム

空気圧システムは、 アクチュエータ と リモート空気圧ボックスの内部に格納されています。 このシス
テムの構成は以下のとおりです。

• 1 次ソレノイ ドバルブ

• ラピッ ド ト ラバースバルブ

• 冷却ソレノイ ドバルブ

• エアシリンダ

• 圧力レギュレータ

• 空気圧インジケータ

• 下降速度流量制御バルブおよびチェ ック弁

注意

2000Xc AEC アクチュエータでは、 メカニカルスト ップ調整ノブのロック

ナッ ト を緩めないで ください。 メカニカルスト ップが損傷する原因となりま
す。

注記

時計回りに回転するとスト ロークが上昇します。 メカニカルスト ップ調整ノ
ブは、 時計回りに一回転させるとスト ロークが約 1mm （0.04 in） 増加しま

す。



48 100-412-233JA REV. 08

図 4.1 2000Xc シリーズ アクチュエータ空気圧システム

2000Xc AEC アクチュエータ空気圧システム

2000Xc Micro アクチュエータ空気圧システム
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S ビームロード  セルおよびダイナミ ックフォロースルー

S ビームロードセルはアクチュエータが被加工物に加える加圧力を測定するデバイスで、 加圧力測定

データは溶着結果のパラ メータの一つとして記録します。 これにより被溶着物に超音波エネルギが加
えられる前に、 確実に所定の加圧力がかかっていることが保証されます。

ダイナミ ッ クフォロースルーは被溶着物の溶融による塑性変形に伴って、 ホーンが被加工物に接触し
たまま加圧力を維持するようにするための動作です。 これにより、 材料の溶融による塑性変形が進行
しても、 ホーンは被加工物へ効率的に超音波エネルギを伝達できます。

リニアエンコーダ

エンコーダは、 ホーンの移動量を測定するデバイスです。 パワーサプライの設定に応じて、 エンコー
ダは以下を実行します。

• アブソリュートモードおよびコラプスモードにおけるディスタンス制御

• 不適切に設定された制御状態の検出

• 溶着品質の監視

• ホーンが原位置に戻る前にワーク搬送装置に対してインデックス制御を開始するための信号を出力して、 サ
イクルタイムを短縮

表 4.7 2000Xc シリーズ シリーズ アクチュエータ空気圧システ

項目 説明

1 冷却バルブ

2 Cooling Conn. Reducer to RF Harness （冷却状態レデューサーから RF ハーネス）

3 Supply Pressure （供給圧力）

4 Electronic Regulator （電空レギュレータ）

5 Pressure Indicator （圧力インジケータ）

6 Muffler （マフラー）

7 Rapid Traverse Valve （ラピッ ド ト ラバースバルブ）

8 Cylinder Top （シリンダ上側ポート）

9 Cylinder Bottom （シリンダ下側ポート）

10 Electronic Flow Control （流量コン ト ローラ）
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5.1 据付について
本章は、 新規で導入する 2000Xc シリーズ溶着システムの基本的な据付およびセッ トアップの手順を

説明します。

パワーサプライおよびアクチュエータには国際基準に準拠した安全ラベルが貼られています。 システ
ム据付の際の重要事項は、 本書の各章の図を参照して ください。

注意

アクチュエータおよび関連するコンポーネン トは重量品です。 取扱い、 開梱、
および据付けを行う場合には、 複数で作業を行うか、 リフ トやホイストのよ
うな懸吊装置が必要になることがあります。
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5.2 取り扱いおよび開梱
輸送コンテナまたは製品に目視で確認できる損傷の跡がある場合、 あるいは後に隠れた損傷を発見し
た場合には、 直ちに運送業者へ連絡して ください。 梱包材は保管して ください。

1. 物品到着後、直ちに 2000Xc シリーズの各コンポーネン トの箱を開梱します。以下の手順を参照して ください。

2. 納品書と照合し、ご注文の機器および部品が全て揃っていることを確認します。コンポーネン トによっては別
の箱に同梱されている場合もあります。 

3. 制御部、 インジケータ、 および本体表面に損傷がないか点検します。

4. 段ボール箱、パレッ ト、木製スペーサブロックなど全ての梱包材は保管して ください。点検や修理などで機器
を返送する場合は、 これらの梱包材を使用して ください。

5.2.1 パワーサプライの開梱

パワーサプライはダンボール箱に入った状態で輸送されます。その重量は約 18 kg （40 ポンド） です。 

1. 段ボール箱を開梱して上部の 2 つの梱包用発泡材を取り外し、 パワーサプライを箱から取り出します。

2. パワーサプライに同梱されたツールキッ トやその他のコンポーネン ト を取り出します。これらの物品は別の箱
に梱包されたり、 段ボール箱の中でパワーサプライの下に同梱されている場合があります。

3. すべての梱包材は保管して ください。点検や修理などで機器を返送する場合は、これらの梱包材を使用して く
ださい。

5.2.2 スタンドまたはアクチュエータの開梱

スタンド （またはアクチュエータ） は重量物であり、 専用の輸送用保護コンテナ内に納められていま
す。 アクチュエータのツールキッ トは、 アクチュエータの箱に同梱されています。 注文の内容によっ
ては、 ブースタ、 コンバータ、 およびその他の部品がこの輸送コンテナ内に同梱されている場合もあ
ります。 

• スタンドは、 木製パレッ トの上に乗せて、 段ボールのボックスカバー付きで出荷されています

• アクチュエータ （単体） は、 発泡材製の梱包材で保護され、 丈夫な段ボール箱に梱包されています。

図 5.1 リニアエンコーダ

    2000Xc AEC アクチュエータ                                2000Xc Micro アクチュエータ                                              



54 100-412-233JA REV. 08

以下に示す装置のスタイルに応じて、 ブランソンアクチュエータアッセンブリを開梱して ください。

5.2.3 スタンド （ベース付きアクチュエータ）

「天地無用」 の矢印と 「上から開ける」 の指示に注意して ください。 梱包は、 アッセンブリの右上から
のみ取り外す設計となっています。

図 5.2 スタンド （ベース付きアクチュエータ） の開梱

• 輸送用コンテナを設置場所の近くへ移動させ、 床の上へ置きます。

• 段ボール箱の上部を開きます。 保護ボックスの上面からインサート を取り出します。

注意

リニアエンコーダ （2000Xc AEC の左側面および 2000Xc Micro 内側にある）

は、 衝撃に敏感です。 リニアエンコーダアッセンブリを手でつかんだり、 衝
撃を与えたり、 重いものを載せたり しないで ください。
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• 保護ボックス下部と木製パレッ ト を止めているステープルを取り外します。 保護ボックスを持ち上げてパ
レッ トから取り外します。

• ベースおよびパレッ ト を止めている 2 本の梱包用スト ラップを切り取ります。 ベースがパレッ トの上で滑ら

ないように保護している 2 つの配送用木製ブロックをベース背面の方向へ動かします。

• この状態でスタンドをパレッ トから取り外し、 設置場所へ移動させることができます。 スタンドにはホイス
トなどを使用して吊り下げるための専用フックが取り付けられています。 

• アクチュエータサポートの 2 つのクランプを慎重に緩めてから、 少しだけアクチュエータを持ち上げます。

ベースとアクチュエータサポート との間にある木製のブロックを止めているテープを切り、 この木製ブロッ
クを取り外します。 ブロックを外したら再度アクチュエータサポートのクランプを締め直します。 

• インサートボックスからツールキッ ト、 コンバータ、 ブースタなどの同梱されている物品を取り出します。
梱包材は保管して ください。

• 「5.3 小物部品の一覧表」 へ進みます。 表 5.1 を参照ください。

5.2.4 アクチュエータ （単体）

アクチュエータが単体で納入される場合は、 すでに最終アッセンブリ状態で、 据付準備が整っていま
す。 

• 輸送用コンテナを設置場所の近くへ移動させ、 床の上へ置きます。

• 段ボール箱の上部を開け、 上部から発泡材を取り出し箱の脇に置きます。 

• ツールキッ ト、 取付け用ねじ、 コンバータおよびブースタは、 アクチュエータと一緒に納入されますが、 別
の箱に梱包されています。 それぞれの箱を開梱し、 物品を取り出します。

• 梱包材は保管して ください。

図 5.3 超音波コンバータ （J 型使用時） とブースタ

注意

コラムとアクチュエータサポートは釣り合いばねによって連結されており、
釣り合いばねには常に張力がかかっています。 コラム周辺およびアクチュ
エータサポートは絶対に分解しないで ください。 また、 アクチュエータサ
ポートのクランプをしっかり と固定して ください。 高さを調整する場合には、
慎重にゆっ く り とアクチュエータサポートのクランプを緩め、 不意に動き出
して負傷を負わないようにスタンドを保持します。

注記

梱包には注文に応じてコンバータまたはブースタ （あるいは両方） が同梱さ
れている場合もあります。

ブースタ
コンバータ
（図はJ型）
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5.3 小物部品の一覧表

5.3.1 ケーブル

パワーサプライとアクチュエータの接続には、アクチュエータインターフェースケーブルと RF ケーブ

ルの２本を使用します。その他のインターフェース要件には、さらにユーザ I/O ケーブルが必要となる

場合があります。 納品書と照合して、 ケーブルのタイプと長さを確認して ください。

表 5.1 パワーサプライまたはアクチュエータアッセンブリに付属する小物部品 （x 印で示す）

部品またはキッ ト

2000Xc Series Actuator アクチュエータ

20 kHz 30 kHz 40 kHz スタンド

（ベース）
（単体）

T 型ハンドルレンチ x x

Mylar ワッシャ ・ キッ ト x x

シリコングリス x

アクチュエータ取付ねじボル
ト

x

20 kHz スパナ （2） x

30 kHz スパナ （2） x

40 kHz スパナ （2） x

40 kHz スペーサ       
(2000Xc Micro アクチュエー

タには不要 )
注文部品 注文部品

40 kHz スリーブスパナ
スリーブに同
梱

スリーブに同
梱

治具ねじとワッシャ x

M8 六角レンチ x

表 5.2 ケーブル一覧

部品番号 説明

101-241-203 アクチュエータインターフェイス、 8’ (J925S)

101-241-204 アクチュエータインターフェイス、 15’ (J925S)

101-241-205 アクチュエータインターフェイス、 25’ (J925S)

101-241-207 ユーザ I/O ケーブル、 8’(J957S)

101-241-208 ユーザ I/O ケーブル、 15’(J957S)

101-241-209 ユーザ I/O ケーブル、 25’(J957S)
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101-240-176 RF ケーブル、 CE - 8’ (J931CS)

101-240-177 RF ケーブル、 CE - 15’ (J931CS)

101-240-178 RF ケーブル、 CE -25’ (J931CS)  注 :30 kHz または 40 kHz システム

用ではありません。

101-240-179 RF ケーブル、 CE - 8’ (J934C)

159-240-188 RF ケーブル、 15` RT ANGLE

159-240-182 RF ケーブル、 CE - 20’ (J934C)

100-246-630 グランドディテク トケーブル (2000Xc AEC アクチュエータ用のみ )

560-257-358 グランドディテク トケーブル (2000Xc Micro アクチュエータ用のみ )

表 5.2 ケーブル一覧

部品番号 説明
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5.4 据付け時の注意事項
本節では、 据付けを計画しそれを正し く実行できるようにするための据付場所の要求事項、 主要アセ
ンブリの寸法、 要求される環境仕様、 電気仕様、 および圧縮エアの仕様について説明します。

5.4.1 設置場所

アクチュエータまたはスタンドはさまざまな場所に据え付けることができます。 スタンド （ベース使
用） は、 ベースに取り付けられたスタートスイッチを使って手動で操作することが多いため、 作業者
が装置の正面に座って、 あるいは立って作業できるよ うに安全かつ操作のしやすい高さ （約 760 ～
910mm） の作業台上に据え付けます。 また、 アクチュエータ単体は任意の方向に取り付け可能です。

ただし上下を逆にした姿勢で取り付ける場合には、 弊社のお客様担当者までご相談ください。 

スタンドが正し く固定されていない状態で、 コラムの軸を中心としてスタンドを動かすと転倒する場
合があります。スタンドを据え付ける作業面は丈夫で装置重量を十分に支持でき、据付け中またはセッ
トアップ中にスタンドを調整したときに転倒しないように、 しっかり と固定されている必要がありま
す。

主電源プラグを抜き差しするのが難しい場所には、 2000Xc Series Actuator を設置しないで ください。

パワーサプライは、20 kHz モデルの場合にはアクチュエータから最大で 7.5m (25ft) 離れた場所に設置

できます （30 kHz モデルでは 6m (20ft)、 40 kHz モデルでは 4.5m (15ft)）。 パワーサプライは、 溶着条

件パラ メータの変更、 設定のために操作し易い場所に設置しなければならないと ともに、 水平面に設
置する必要があります。 またパワーサプライは、 背面の冷却ファンから塵埃、 ごみ、 または異物を取
り込まないような場所に設置して く ださい。 各コンポーネン トの外形寸法については次ページからの
寸法図を参照して ください。 なお、 寸法はすべて概略値です。 各モデルで異なる場合があります。

図 5.4

図 5.5
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図 5.4 パワーサプライの外形寸法図

17.6”
445.8mm

5.8”
147.32mm

5.2”
132.08 mm

Air Outlet is under
front panel

20.5”
520.7mm

5.0” (127mm)
Desired Clearance

Air Intake

3.5”
88.9mm

13.4”
340.1mm

0.45”
11.4mm
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図 5.5 2000Xc シリーズアクチュエータの外形寸法図
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2000Xc Micro アクチュエータ
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図 5.6 ブロック配線図
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5.4.2 環境仕様

5.4.3 入力電流およびヒューズ定格

パワーサプライを接地された単相 3 線式 50 または 60 Hz 電源に接続します。 各モデルの電流および

ヒューズの定格については、 2000Xc パワーサプライ取扱説明書を参照ください。

アクチュエータは、本体背面のグランドスクリューを使用して、8 番ゲージのワイヤでアース線に接続

する必要があります。

5.4.4 圧縮エア要件

工場圧縮空気供給は、2000Xc AEC アクチュエータでは調整後の最大圧力 100 psig（690 kPa）、2000Xc
Micro アクチュエータでは 80 psig (550 kPa) で、 「ク リーン （5 ミ クロンレベルまで）、 ド ライ、 潤滑

油なし」 でなければなりません。 用途に応じて、 2000Xc シリーズアクチュエータには 35 ～ 100 psi
が必要です。 スタンドには吸気フ ィルタがあります。 アクチュエータ （単体） では、 エアフ ィルタを
お客様に用意していただ く必要があります。 簡単に取り外せる接続金具をお勧めします。 必要に応じ
て送気管でロックアウト装置を使用して ください。

5.4.5 エアフ ィルタ

アクチュエータ （単体） でご使用になる場合は、 5 ミ クロンレベルの粒子を取り除ける性能を持ったエ

アフ ィルタをお客様に用意していただ く必要があります。

5.4.6 エア配管および継手

アクチュエータのアセンブリは、 工場から外部に配管せず、 2000Xc AEC アクチュエータの吸気口で

従来の
1/4 インチ OD エア配管を接続し、 2000Xc Micro アクチュエータの吸気口には Φ6mm OD エア配管を

接続します。 アクチュエータ用の接続を行う場合、 または新しいエアフ ィルタを設置するためのシス
テムを再配管する場合、 100 psi ( Parker 製 「Parflex」 1/4 OD x .040 ウォール、 2000Xc AEC a アク

チュエータ用、 および Φ6mmx1mm ウォール、 2000Xc Micro アクチュエータ、 1 型、 E5 等級または

それに相当するもの )2000Xc AEC アクチュエータには 1/4 インチ OD エア配管、および 2000Xc Micro
アクチュエータには Φ6mm OD エア配管を所定のコネクターに接続する必要があります。

表 5.3 環境仕様

環境仕様 許容範囲

湿度 30% ～ 85% （結露なきこと）

運転時周囲温度 +5°C ～ +40°C （+41°F ～ +104°F）

IP 保護等級 2X

注意

総合空気圧縮機の潤滑油にシリコンまたは WD-40 が含まれる場合、 その種類

の潤滑油の中に含まれる溶剤によって、 内部アクチュエータが損傷または故
障します。



66 100-412-233JA REV. 08

5.4.7 アクチュエータへのエア系統の接続

2000Xc シリーズアクチュエータへの給気は、プラスチック製の気送管を使用して、アクチュエータの

背面上部にある吸気口で行います。アクチュエータ単体アッセンブリを使用して据え付ける場合、 100
psig 以上に対応し、 5 ミ クロンより大きい粒子状物質を取り除く エアフ ィルタアッセンブリをご用意

いただ く必要があります。 空気圧回路図については、 「章 4: 製品仕様」 を参照して ください。

5.4.8 エア消費量

上の表を使用して、 エアシリンダーで使用される空気圧を計算します。

溶着サイクルごとのコンバータの冷却風を考慮するため、 実際の溶着時間の毎秒 0.034 立法フ ィート

を追加します。

例 ：

圧力全開 （100 psi）、 ス ト ローク長 （4"）、 サイクルレート毎分製造 20 個で運転中の 3.0" 2000Xc シリーズア

クチュエータ   = ストロークインチごとに 0.0319 CFM （表の数値） x 8" （合計スト ロークは 4" ダウン、4" バッ

ク） = ストロークごとに 0.2552 CFM。

溶着時間は 1 秒なので、 0.034 x 1 = 冷却用 0.034 CFM。

シリンダー用 0.2552 CFM を冷却用 0.034 CFM に追加 = サイクルごとに 0.2892 CFM。

20 （毎分製造個数） を掛けて合計 5.784 CFM。

上記の例は、 溶着機が運転される最悪の条件として考慮する必要があります。 

2000Xc Series Actuator がユニークなのは、その空気圧が別の運転モードで使用されるところです。そ

のため、上の表の 100 psi の値は、実際の溶着力値ではな く、 エアフローのサイズ調整用の控え目な方

に使用して ください。 必ずコンバータの冷却風の値 （0.034） を追加して ください。 

表 5.4 ストローク長 （各方向） インチごとの毎分空気圧 （立方フ ィート）

空気圧
シリンダー

1.5" 2" 2.5" 3" 32mm 40mm

10 0.00174 0.00317 0.00490 0.00680 0.00121 0.00189

20 0.00243 0.00437 0.00680 0.00960 0.00170 0.00266

30 0.00312 0.00557 0.00870 0.01240 0.00219 0.00343

40 0.00381 0.00677 0.01060 0.01520 0.00268 0.00419

50 0.00450 0.00800 0.01250 0.01800 0.00318 0.00496

60 0.00513 0.00930 0.01440 0.02080 0.00367 0.00573

70 0.00590 0.01040 0.01630 0.02350 0.00416 0.00649

80 0.00660 0.01170 0.01830 0.02670 0.00465 0.00726

90 0.00730 0.01300 0.02040 0.02910 0.00514 0.00803

100 0.00800 0.01420 0.02230 0.03190 0.00563 0.00879
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5.5 据付け手順

5.5.1 スタンド （ベース付きアクチュエータ） の取付け

転倒や意図しない動きを避けるため、 ベースは作業台にねじで固定する必要があります。 ベースの四
隅には 4 つの取付ねじ穴があり、 2000Xc AEC アクチュエータでは 3/8 インチまたは M10 丸頭ねじ、

また 2000Xc Micro アクチュエータでは M8 丸頭ねじが適合します。 えぐれないように、 金属ベースに

対して平ワッシャを使用します。 図 5.7 を参照して ください。

1. 頭上に障害物がな く、 挟まったりこすれたりするポイン トがないことを確認します。 アクチュエータの全高
は、 完全に上げるとコラムより高く なり、 接続箇所がむき出しになることに留意して ください。

2. 4 本の穴付きねじを使ってベースを作業台に取り付けます （2000Xc AEC アクチュエータには 3/8 インチまた

は M10 ねじ、2000Xc Micro アクチュエータには M8 ねじをお客様がご用意していただ く必要があります）。え

ぐれないように、金属ベースに対して平ワッシャを使用します。振動や運動による緩みを少な くするため、穴
付きねじにはナイロンロックナッ ト を使用することをお勧めします。

3. 圧縮空気をスタンドのエアホースに接続します （ホースの 3/8 NPT 雄型フ ィ ッテ ィ ング）。 簡単に取り外せる

接続金具をお勧めします。 必要に応じて送気管でロックアウト装置を使用して ください。 

4. ベース /スタートスイッチ制御ケーブルがアクチュエータの背面にしっかり と接続されていることを確認しま

す。 

5. リニアエンコーダコネクタがアクチュエータの背面にしっかり と接続されていることを確認します。 

6. アース線が 8 番ゲージワイヤーを使って、 アクチュエータ背面のアース端子に接続されていることを確認し

ます。 

警告

本製品は重量があるので、 据付や調整の際に手を挟んだり怪我をしたりする
可能性があります。 可動部品を掃除し、 指示がない限り留め具を緩めないで
ください。

注意

アクチュエータが中心から外れたりコラムの周りを回転したりする場合、 転
倒や意図しない動きを避けるため、 4 本のねじを使用して作業面にベースを固

定する必要があります。
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図 5.7 ベース取付け寸法

2000Xc AEC アクチュエータ

28.0 in / 711 mm

21.31 in / 541 mm

16.5 in /
419 mm

14.75 in /
375 mm

7.37 in /
187 mm

M10

取り付け穴は
3/8 (インチ)

またはM10キャップス
クリューに対応

26
0

mm

13
0

mm

499 mm

31
0

mm

364 mm

M10

Mounting Holes
Using metric M10 cap screws

2000Xc Micro アクチュエータ
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5.5.2 アクチュエータ （単体）

アクチュエータ （単体） は、 カスタムメイ ド取り付けサポートに据え付ける仕様となっています。 取
り付けピンで所定の位置に設置し、 3 本のメートルねじを使って固定します。

1. アクチュエータを箱から持ち上げます。アセンブリをゆっ く り と右側に置きます （リニアエンコーダが付いて
いる方ではありません）。

2. ガイドピンの使用をお勧めします。ガイ ドピンはアクチュエータに付属されていません。ガイ ドピンが必要な
場合は、 直径 12mm の金属製ダウエルピンを使用して ください。 ピンはアクチュエータに対してサポートか

ら 0.40 インチ （10mm） を超えて中に入れてはなりません。

注意

カスタム据付では、 アクチュエータを I ビームまたはその他の頑丈な構造に取

り付ける必要があります。 取付面は読みの最大差 0.004 in (0.1mm)、 許容範囲

16 x 3.5 in (410 x 90 mm) 以内で平らでなければなりません。

注意

2000Xc AEC アクチュエータ用アクチュエータサポートねじは、 M10 x 1.5
メートルねじピッチ （長さ  25mm） で、 2000Xc Micro アクチュエータの場合

は M8 です。 サポートピンと取付ねじは、 アクチュエータに対して 0.40 イン

チ （10mm） を超えて中に入れてはなりません。 この値を超えると、 キャレッ

ジが動かな く なったり損傷を受けたりする可能性があります。

注意

900 シリーズ取り付けねじは使用しないで ください。 スレッ ドピッチが異なる

ため、 2000Xc シリーズで使用されるねじと互換性がありません。
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図 5.8 アクチュエータ背面図 ：取付け面、 固定用ねじ部、 およびガイドピンの位置 

aec アクチュエータの背面図が示されています。 他のアクチュエータは高さが異なりますが、 参照寸法はすべてのモデルで同

じです。

** これら  3 つの取り付け面は、 16 x 3.5 インチ (410 x 90 mm) の許容範囲内で、 0.004 インチ (0.1 mm) TIR 以内で平らです。

アクチュエータが取り付けられる面も同じ平面度公差を持っている必要があります。

MODEL
Parent No.
EDP:
S/N:

IMPORTANT
AIR SUPPLY MUST BE FREE OF OIL AND WATER

MAX. PRESSURE 100PSI/690 kPA/6.89 bar

AIR INLET
CAUTION

100 PSI MAX.

GROUND UNIT
BEFORE OPERATING

DISCONNECT
AIR AND POWER

BEFORE SERVICING

IMPORTANT
FOR MOUNTING OF

ACTUATOR USE
M10 X 1.5 FASTENERS

DO NOT ALLOW BOLT
TO PENETRATE

ACTUATOR MORE
THAN 10MM (.4")

   

M10 x 1.5 THDS
10 mm deep
(3 places)

Machine mounting
surfaces (3 places)**

.477
For 12 mm
Dowel Pin

50
13 mm

4.25
108 mm

8.50
216 mm

14.30
363 mm

15.63
397 mm

2000Xc AEC アクチュエータ
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3. アクチュエータアッセンブリを持ち上げて取り付け位置まで運び、用意した取付け用ねじを使用して固定しま
す。

5.5.3 パワーサプライの取付け

パワーサプライはアクチュエータのケーブル長の範囲内で作業台 （滑り止めゴム付き） に設置するよ
うに設計されています。 また標準の 19 インチラックに、オプシ ョ ンのラックマウン トハンドルキッ ト

を使用して取り付けることもできます。 パワーサプライ背面には冷却エア取り込み用のファンが 2 個

取り付けられています。 冷却ファンの通風路を阻害しないように、 パワーサプライの背後を障害物で
ふさがないようにして く ださい。 パワーサプライは床の上に設置しないで く ださい。 また、 装置の中

注意

長さの異なる取付けねじを使用する必要がある場合には、 アクチュエータハ
ウジングのねじ部に 6mm （0.25in） 以上、 10mm （0.40in） 未満の範囲で取付

けねじが入ることを確認して ください。

159.26

7 9.63

M8
TH READ HOLE

Ø8
PIN HOLE

712000Xc Micro アクチュエータ
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へ塵埃、 ごみ、 または汚染物質が取り込まれる恐れのある環境の場所に設置することも避けて く ださ
い。

パワーサプライの前面に配置されている制御部は、 設定変更時にアクセスでき、 手が届く ようにしな
ければなりません。

すべての電気的な接続は背面のコネクタ類で行います。パワーサプライは、装置本体の周辺に接続ケー
ブルのためのクリアランス、 および換気を行うための適切な間隔 （両側面に約 100mm （4 インチ） 以

上、 背面に約 127mm （5 インチ） 以上） が確保された場所に設置して ください。 なお、 パワーサプラ

イの本体カバーの上には物を置かないで ください。

やむを得ずパワーサプライを塵埃の多い環境に設置する必要がある場合は、 オプシ ョ ンと してファン
フ ィルタキッ ト （Item 番号 ： 101-063-614） を使用して ください。

2000Xc Series Actuator の外形寸法は図 5.4 をご参照ください。

パワーサプライの周波数タイプによって、 RF ケーブルの最大長さが制限されています。 RF ケーブル

が押しつぶされたり、 挟まれたり、 損傷したり、 あるいは改造が行われたりすると、 装置の性能と生
産物の品質が損なわれることがあります。 RF ケーブルに関して特別な仕様をご用命の際には、最寄り

のブランソン営業所までお問い合わせください。

5.5.4 入力電源 （主電源）

本システムには単相交流電源が必要になります。 供給側電源にはパワーサプライの電源ケーブルを接
続します。 ご使用のパワーサプライの定格出力タイプに応じた電源プラグとレセプタクルの要件につ
いては、 5.4.3 入力電流およびヒューズ定格を参照ください。

パワーサプライ背面のモデルデータラベルを参照し、 システムの定格電源を確認して ください。

5.5.5 超音波出力 （RF ケーブル）

超音波エネルギは、 パワーサプライ背面のねじ込み式 MS タイプのコネクタから供給され、 ケーブル

を介してアクチュエータ、 または （システムの用途に応じて） コンバータに接続されます。

5.5.6 パワーサプライとアクチュエータの接続

ブランソン 2000Xc シリーズ アクチュエータでは、パワーサプライとアクチュエーターとの接続に RF
ケーブルおよびアクチュエータインターフェースケーブルの 2 本のケーブルを使用します。 パワーサ

プライとアクチュエーター間の電源供給および制御信号の送受信に37ピンのアクチュエータインター

フェースケーブルを使用します。 ケーブルは、 アクチュエータ背面およびパワーサプライ背面のそれ
ぞれ所定のコネクタに接続します。 

図 5.9 に図示されている通り、アクチュエータおよびパワーサプライには、その他にもオプシ ョ ンケー

ブルなどを接続するコネクタも用意されています。 

グランドディテク ト機能を使用して、 ホーンが電気的に絶縁された治具またはアンビルと接触した時
点で超音波エネルギを停止させるためには、 アクチュエータ背面の MPS/GDS コネクタと治具または

アンビルを、 グランドディテク トケーブル （Item 番号 100-246-630) で接続する必要があります。 

警告

RF ケーブルを外した状態または RF ケーブルが損傷した状態で、 システムを

運転しないで ください。
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図 5.9 パワーサプライと 2000Xc シリーズ アクチュエータの電気的接続

2000Xc AEC アクチュエータ

MODEL
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EDP:
S/N:

IMPORTANT
AIR SUPPLY MUST BE FREE OF OIL AND WATER

MAX. PRESSURE 100PSI/690 kPA/6.89 bar

AIR INLET
CAUTION

100 PSI MAX.

GROUND UNIT
BEFORE OPERATING

DISCONNECT
AIR AND POWER

BEFORE SERVICING

IMPORTANT
FOR MOUNTING OF

ACTUATOR USE
M10 X 1.5 FASTENERS

DO NOT ALLOW BOLT
TO PENETRATE

ACTUATOR MORE
THAN 10MM (.4")

Air Inlet

Linear Encoder

Linear Encoder
Cable

Line Cord
Base, shown rotated 90° CCW

Start Switch
Cable

Actuator
Interface Cable

J931s
RF Cable

Alarm I/O,
Optional

Power Supply
rear view

Actuator

MPS/GDS
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5.5.7 スタートスイッチの接続

ブランソンの溶着システムでは両手押しボタン式スタートスイッチおよび非常停止スイッチの接続が
必要です。ベース搭載型スタンドの場合、これらのスイッチ類があらかじめ用意されていますが （ベー
スに標準装備され、 ベースからの専用ケーブルでアクチュエータに接続します）、 ハブ搭載型のスタン
ドおよびアクチュエータ単体で使用する場合は、 以下に示すようにお客様側で別途用意していただい
たスタートスイッチ／非常停止スイッチを接続する必要があります。

Actuator
Interface Cable

MPS/GDS

J931s
RF Cable

Alarm I/O,
Optional

Power Supply
rear view

Line Cord

Actuator

Base, shown rotated 90° CCW

Back Side Top Side

                                                            

2000Xc Micro アクチュエータ
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図 5.10 スタートスイッチ接続コード （CE アクチュエータ）

EMER STOP は、 2 つの接点を備えた非常停止スイッチです。 1 つは通常閉、 も う 1 つは通常開です。。

アクチュエータの背面にあるスタートケーブル接続用のコネクタは、 D-sub ・ 9 ピンのメスコネクタ

（固定はインチねじタイプ） です。 スタートケーブル側には、 D-sub ・ 9 ピンのオスコネクタ （固定は

インチねじタイプ） が必要になります。

PB1 および PB2 はノーマルオープンのスタートスイッチで、溶着サイクルを開始するためには同時押

し式として操作しなければなりません。 PB1 および PB2 は 200ms 以内に両方がクローズされなけれ

ばならず、 これが行われないとエラーメ ッセージ 「スタートスイッチ時間」 が表示されます。 リセッ
トの必要はありませんが、 次のサイクルでこのエラーメ ッセージが再表示されないように、 これらの

注記

漏れ電流が 0.1mA 以内であれば、 機械式スタートスイッチの代わりにソリ ッ

ドステートデバイスを使用できます。

注記

スタートスイッチ PB1 および PB2 はそれぞれ 200ms 以内に閉じなければな

らず、 またこれらのスイッチのスタート状態を有効にするためには PB 
RELEASE 信号が有効になるまで閉じた状態を維持することが必要です。

PB2 PB1

PALM BUTTON START

EMER
STOP

1

P69 P69-A Color Codes

2
6
7
9
8
3
4
5

1 PB2RTN
PB1RTN
24VSRC
24VSRC
ESTOPSRC
ESTOPSRC
ESTOPRTN
ESTOPRTN
N/C

Black
White
Blue
Orange
Purple
Yellow
Red
Green
Brown

2
6
7
9
8
3
4
5



76 100-412-233JA REV. 08

スイッチが限られた時間内で閉じられるようにしてお く必要があります。 上記の 「注記」 を参照して
ください。

5.5.8 ユーザ I/O インターフェイス

ユーザ I/O は、パワーサプライに組み込まれた標準インターフェースです。ユーザ I/O インターフェー

スを使用して、 特殊制御、 またはレポートに関する要件に合わせたお客様独自のインターフェースを
構築できます。 インターフェースケーブルは、 パワーサプライの背面に用意されている D-sub ・ 44 ピ
ンのメスコネクタ （固定はインチねじタイプ） へ接続します。 ユーザ I/O 用の DIP スイッチを設定し

て、 オープンコレクタモードまたはロジックモード （表示に従って信号電圧を均一にする） で使用で
きるように、 インターフェースの電気的出力を構成することができます。

ユーザ I/O 用の DIP スイッチである SW1 は、 2000Xc パワーサプライの背面の J3 コネクタの隣に配

置されています。ユーザ I/O インターフェースケーブルのピンアサインメン トは、表 5.5 を参照して く

ださい。

図 5.11 ユーザ I/O ケーブルの概要およびワイヤの線色

注記

溶着システムのスタート、 および非常停止を他の手段 （デバイス） を使用し
て行う必要がある場合は、 事前にブランソンまでご相談ください。

注意

使用しないワイヤはそれぞれ個別に適切な絶縁処理を施して ください。 これ
を怠ると、 パワーサプライまたはシステムコン ト ロール基板の故障の原因と
なります。

User I/O Cable
Stripped and tinned one end,
HD-44 male connector other end
(cable length as ordered)

Part numberWire Color Diagram
Two Colors = Insulator/Stripe
Three Colors = Insulator/Stripe/Dot

Insulation Stripe Dot
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注意

GND ピンおよび +24 V ピンが正し く配線されていることを確認して くださ

い。 これらのピンを適切に配線しないと、 システムコン ト ロール基板が故障
する原因になります。

表 5.5 ユーザ I/O ケーブルのピンアサインメン ト

ピン番 信号名 信号の 種類 入 出力 J3 色

1 J3_1_INPUT 24 V ロジック  、 正論理 入力 白／黒

2 CYCLE_ABORT 24 V ロジック  、 正論理 入力 赤／黒

3 EXT_RESET 24 V ロジック  、 正論理 入力 緑／黒

4 SOL_VALVE_SRC +24 V 出力 橙／黒

5 REJECT 24 V ロジック  、 負論理 出力 青／黒

6 G_ALARM 24 V ロジック  、 負論理 出力 黒／白

7 ACT_CLEAR 24 V ロジック  、 負論理 出力 赤／白

8 J3_8_OUTPUT 24 V ロジック  、 負論理 出力 緑／白

9 MEMORY アナログ 出力 青／白

10 USER_AMP_IN アナログ 入力 黒／赤

11 MEM_CLEAR 24 V ロジック  、 負論理 出力 白／赤

12 GND 橙／赤

13 +24 V 青／赤

14 G_ALARM_RELAY_1 リレー 接点 出力 赤／緑

15 READY_RELAY_2 リレー 接点 出力 橙／緑

16 SV1RTN +24 V リ ターン 入力 黒／白／赤

17 J3_17_INPUT 24 V ロジック  、 正論理 入力 白／黒／赤

18 USER_EXT_SEEK+ 24 V ロジック  、 正論理 入力 赤／黒／白

19 J3_19_INPUT 24 V ロジック  、 正論理 入力 緑／黒／白

20 SUSPECT 24 V ロジック  、 負論理 出力 橙／黒／白

21 READY 24 V ロジック  、 負論理 出力 青／黒／白

22 J3_22_OUTPUT 24 V ロジック  、 負論理 出力 黒／赤／緑

23 10V_REF アナログ 出力 白／赤／緑

24 AMPLITUDE_OUT アナログ 出力 赤／黒／緑

25 USER_FREQ_OFFSET アナログ 入力 緑／黒／橙

26 RUN 24 V ロジック  、 負論理 出力 橙／黒／緑

27 GND 青／白／橙

28 +24 V 黒／白／橙

29 G_ALARM_RELAY_2 リレー 接点 出力 白／赤／橙

30 WELD_ON_RELAY_1 リレー 接点 出力 橙／白／青

31 J3_31_INPUT 24 V ロジック  、 正論理 入力 白／赤／青
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32 J3_32_INPUT 24 V ロジック  、 正論理 入力 黒／白／緑

33 J3_33_INPUT 24 V ロジック  、 正論理 入力 白／黒／緑

34 PB_RELEASE 24 V ロジック  、 負論理 出力 赤／白／緑

35 WELD_ON 24 V ロジック  、 負論理 出力 緑／白／青

36 J3_36_OUTPUT 24 V ロジック  、 負論理 出力 橙／赤／緑

37 PWR アナログ 出力 青／赤／緑

38 FREQ_OUT アナログ 出力 黒／白／青

39 SEEK 24 V ロジック  、 負論理 出力 白／黒／青

40 MEMORY_STORE 24 V ロジック  ( 負正論 ) 出力 赤／白／青

41 コモン 緑／橙／赤

42 +24 V 橙／赤／青

43 READY_RELAY_1 リレー 接点 出力 青／橙／赤

44 WELD_ON_RELAY リレー 接点 出力 黒／オレンジ／赤

注意

使用しないワイヤは適切な絶縁処理を施して ください。 これを怠るとパワー
サプライまたはシステムコン ト ロール基板の故障の原因となります。

注記

複数のシステムを同期する場合、 以下の表に示す入力 / 出力機能の選択および

使用に関する詳細は、 『ブランソンオート メーシ ョ ンガイ ド』 （文書番号 100-
214-273） を参照して ください。

表 5.5 ユーザ I/O ケーブルのピンアサインメン ト

ピン番 信号名 信号の 種類 入 出力 J3 色
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5.5.9 入力電源プラグ

入力電源プラグを追加または変更する必要がある場合、 国際統一電源コードに準拠した導体用カラー
コード （下記参照） を使用して ください。 入力電力コンセン トに適したプラグを追加して ください。

図 5.12 国際統一電源コードのカラーコード

5.5.10 ユーザ I/O DIP スイッチ (SW1)
ユーザ I/O 用の DIP スイッチ SW1 は、 別冊 「2000Xct パワーサプライ取扱説明書」 の図 4.2 に示すよ

うに、 2000Xc Series Actuator の背面にある J3 「ユーザ I/O コネクタ」 のとなりに配置されています。

これらのスイッチの設定内容はユーザ I/O 信号に影響を与えます。 すべての DIP スイッチがオンの位

置にある状態 （閉じた状態 ： スイッチが表示数字に近い位置にある） が、 工場出荷時の初期設定とな
ります。 

表 5.6 入力 / 出力

入力 出力

J3_1_INPUT

J3_17_INPUT

J3_19_INPUT

J3_31_INPUT

J3_32_INPUT

J3_33_INPUT

無効化

プリセッ ト を選択

外部発振信号遅延

ディスプレイロック

外部信号

超音波無効

メモリーリセッ ト

クランプの準備完了

同期入力

パーツがあります

リジェク トの確認

J3_8_OUTPUT

J3_22_OUTPUT

J3_36_OUTPUT

無効化

プリセッ トデータ確
認

外部ビープ音

サイクル OK

サイクルアラームな
し

オーバーロードア
ラーム

修正アラーム

警告

ミ ッシングパーツ

クランプの準備完了

同期出力

パーツ ID 準備完了

注意

パワーサプライを間違ったライン電圧に接続したり、 配線接続を間違えたり
すると、 パワーサプライが完全に壊れてしまう可能性があります。 また、 配
線間違いは安全上の問題にもなります。 正しいプラグまたはコネクタを使用
することで、 接続間違いを防ぐことができます。

青：N（ニュートラル）

茶：L（ライン）

緑色と黄色の線：保護用アース線

電源コード被覆
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• DIP スイッチをオンの位置 （閉じた状態） に設定した場合、 対応の出力ピンは電流源として構成され、 最大

25mA、 Active low、 Logic 1 = 24VDC、 Logic 0 = 0VDC となります。

• DIP スイッチをオフの位置 （開いた状態） に設定した場合、 対応の出力ピンは 「オープンコレクタ」 と して

構成され、 24VDC、 最大 25mA の電流シンクとなります。

表 5.7 ユーザ I/O DIP スイッチの機能

 DIP スイッチ番号  信号説明 出力信号

1 リジェク トアラーム REJECT

2 サスペク ト SUSPECT

3 PB （パームボタン） リ リース信号 PB_RELEASE

4 ゼネラルアラーム G_ALARM

5 レディ信号 READY

6 溶着中 WELD_ON

7 アクチュエータクリア信号 ACT_CLEAR

8 J3_22_OUT_SIG J3_22_OUTPUT

9 J3_36_OUT_SIG J3_36_OUTPUT

10 J3_8_OUT_SIG J3_8_OUTPUT
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5.6 ガードおよび安全装置

5.6.1 非常停止制御

アクチュエータの非常停止ボタンを押して溶着システムを停止させた場合、 非常停止ボタンを回して
リセッ ト します。 （溶着システムは、 非常停止ボタンをリセッ トするまで動作しません） 次にパワーサ
プライのリセッ トボタンを押します。

図 5.13 アクチュエータの非常停止ボタン

• 2000Xc Series Actuator の制御システムは、 次の各法規の安全要求に適合するように設計されています。

NFPA 79、 EN 60204-1、 EN ISO 13851、 EN ISO 13850、 および CFR 1910.212

• また、 2000Xc Series Actuator 両手押しボタン式制御システムは次の各法規に準拠するように設計されていま

す。 NFPA Type 3、 EN 60204-1 Type III、 および EN ISO 13851

• また、 非常停止スイッチは、 法規 「NFPA 79」 および 「EN ISO 13850、 および 「EN 60204-1」 の 「A 
category 0 stop」 と して機能します。

警告

非常停止ボタンが作動した状態で、 ドアを外して ください。

注記

非常停止機能は 8760 時間ごとにテストする必要があります。

コラム

ベース

スタートスイッチスタートスイッチ

非常停止ボタン
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5.7 ラックマウン ト取付け手順
シシステムをラックへ取り付ける場合には、 ラ ッ クマウン トハンドルキッ ト を用意する必要がありま
す。 このキッ トの中には、 2 個のラックマウン トハンドルと 2 個のブラケッ トがセッ ト されています。

ブラケッ トはハンドルの取付け基部、 およびラックへの接続部として機能します。

図 5.14 ラックマウン トハンドルキッ トアセンブリの詳細

注意

ラックマウン トハンドルキッ ト自体は、 ラック上のパワーサプライを支える
ためのものではありません。 パワーサプライの重量はラック自体に組み込ま
れたブラケッ トで支持します。

注記

パワーサプライのカバーはシステムを正常に冷却するために必要です。 カ
バーをパワーサプライから外したまま運用しないで ください。

表 5.8 ラックマウン ト取付け手順

ステップ 手順

1 お手持ちのパワーサプライに対応したラックマウン トキッ ト を用意します。 キッ トに
含まれるブラケッ トは、 標準的な 19 インチラックの取付け用に設計されています。

2 パワーサプライ前面の両側の角部から 2 本のプラスねじを外して、 コーナート リム金

具を取り外します。 ねじは保管しておきます。

図に示すように、
2本の皿ねじをブラケット
および各ハンドルに通します

右側ラックマウントハンドル

ラックマウントブラケット
（右側を図示）
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3

各ブラケッ トの片側に、 付属の皿ねじを取り付けるために皿穴加工されていることを
確認して、 図 5.14 に示すようにラックマウン トハンドルを組み立てます。 （図は右側

のブラケッ ト とハンドルのみ表示したもので、 左側は鏡面対称となります） ねじの頭
がブラケッ トの面と同じ高さになるまで、 取付けねじをしっかり と締め付けます。

4 ステップ 2 で外したねじを使用して、 組立てを終えたハンドルをコーナート リム金具

の代わりにパワーサプライ前面の両側の角部へ取り付けます。

5 取り外したコーナート リム金具は保管しておきます。

6 パワーサプライを取り付ける準備が整ったら、 ラ ックマウン トシステムのブラケッ ト
を使用して、 パワーサプライを取り付けます。 

表 5.8 ラックマウン ト取付け手順

ステップ 手順
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5.8 超音波スタ ックの組み立て

注意

以下の手順は、 必ず作業手順を熟知した方が行って ください。 矩形または長
方形のホーンは、 適切な部位を軟質金属製の保護パッ ドなどを取り付けたバ
イスで固定します。 コンバータのハウジング部、 またはブースタのクランプ
リングを直接バイスで挟んで固定して、 ホーンの組立てまたは分解作業は行
わないで ください。

注意

Mylar ワッシャとシリコングリスを同時に併用しないで ください。 各面に適切

なサイズの Mylar® ワッシャを 1 枚のみ使用します。

注意

40 kHz システムには、 Mylar ワッシャを使用しないで ください。 40 kHz シス

テムには、 シリコングリスを使用して ください。

表 5.9 工具および消耗部品

品目 Item 番号

20、 および 30 kHz トルクレンチキッ ト 101-063-787

40 kHz トルクレンチ 101-063-618

20 kHz スパナレンチ 101-118-039

30 kHz スパナレンチ 201-118-033

40 kHz スパナレンチ 201-118-024

シリコングリス 101-053-002

20 kHz 用キッ ト （1/2 in および 3/8 in サイズ各 10 枚入り） 100-063-357

20 kHz 用キッ ト （3/8 in サイズ 150 枚入り） 100-063-471

20 kHz 用キッ ト （3/8 in サイズ 150 枚入り） 100-063-472

30 kHz 用キッ ト （30 kHz 専用 3/8 in サイズ 10 枚入り） 100-063-632
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5.8.1 20 kHz システム

5.8.2 30 kHz システム

*Loctite （ロッ クタイ ト） は Henkel Corporation, U.S.A. の登録商標です。

表 5.10 20 kHz システム

ステップ 手順

1 コンバータ、 ブースタ、 およびホーンの各合わせ面の汚れ、 異物、 油分を除去します。
ねじ穴の中に異物などがある場合はこれをすべて取り除きます。

2
スタ ッ ドボルト をブースタの上部に取り付けます。 締付トルク 50.84 Nm (450 in-lbs) 
で締め付けます。 スタ ッ ドボルトが乾いている場合には、 取付ける前に 1 ～ 2 滴の軽

潤滑油を塗ります。

3
ねじ付きスタ ッ ドをホーンの上部に挿入します。 締付トルク 50.84 Nm (450 in-lbs) 。
スタ ッ ドボルトが乾いている場合には、 取付ける前に 1 ～ 2 滴の軽潤滑油を塗ります。

4 各合わせ面の間に Mylar ワッシャを 1 枚取り付けます。 （Mylar ワッシャはスタ ッ ドの

サイズに合った適切な物を使用して ください。）

5 コンバータをブースタへ取り付け、 ブースタをホーンに取り付けます。

6
締付トルク 24.85 Nm (220 in-lbs)  （ただし、 20 kHz 用ソリ ッ ドマウン ト コンバータの

トルクは 28.3 Nm (250 in ・ lbs) と します。）

表 5.11 30 kHz システム

ステップ 手順

1 コンバータ、 ブースタ、 およびホーンの各合わせ面の汚れ、 異物、 油分を除去します。
ねじ穴の中に異物などがある場合はこれをすべて取り除きます。

2 ブースタおよびホーン用の各スタ ッ ドボルトの先端部に Loctite®* 290 thread-locker
（または相当品） 少量だけ塗ります。

3
スタ ッ ドボルト をブースタの上部に取り付けます。 締付トルク 32.76 Nm (290 in ・ lbs)
（注） で締め付けます。 そのまま 30 分間放置してロックタイ ト を硬化させます。

4
スタ ッ ドボルト をホーンの上部に取り付けます。 締付トルク 32.76 Nm (290 in ・ lbs)
（注） で締め付けます。 そのまま 30 分間放置してロックタイ ト を硬化させます。

5 各合わせ面の間に Mylar ワッシャを 1 枚取り付けます。 （Mylar ワッシャはスタ ッ ドの

サイズに合った適切な物を使用して ください。）

6 コンバータをブースタへ取り付け、 ブースタをホーンに取り付けます。

7 締付トルク 21 Nm (185 in-lbs)
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5.8.3 40 kHz システム

*Loctite （ロッ クタイ ト） は Henkel Corporation, U.S.A. の登録商標です。

表 5.12 40 kHz システム

ステップ 手順

1 コンバータ、 ブースタ、 およびホーンの各合わせ面の汚れ、 異物、 油分を除去します。
ねじ穴の中に異物などがある場合はこれをすべて取り除きます。

2 ブースタおよびホーン用の各スタ ッ ドボルトの先端部に Loctite®* 290 thread-locker
（または相当品） 少量だけ塗ります。

3
スタ ッ ドボルト をブースタのコンバータ側接触面に取り付けます。締付トルク 7.91Nm 
(70in ・ lbs) （注） で締め込みます。 そのまま 30 分間放置してロックタイ ト を硬化させ

ます。

4
スタ ッ ドボルト をホーンの上部に取り付けます。 締付トルク 7.91 Nm (70 in ・ lbs) で締

め付けます。 そのまま 30 分間放置してロックタイ ト を硬化させます。

5 各合わせ面の間にシリコングリスを塗布し、 薄い被膜を作ります。 ただし、 スタ ッ ド
ボルトまたはチップにはシリコングリスが付着しないようにして ください。

6 コンバータをブースタへ取り付けます。

7 締付トルク 10.7 Nm (95 in ・ lbs) で締め付けます。 

8
ブースタとコンバータのアセンブリをアダプタスリーブの中へスライ ド させて入れま
す。 アダプタスリーブリングナッ ト を取り付けますが、 この時点ではまだ締め付けな
いでおきます。

9 ブースタををホーンへ取り付けます。

10 ステップ７を繰り返します。

11 スリーブアセンブリに付属のスパナレンチを使って、 アダプタスリーブリングナッ ト
をしっかり と締めます。
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5.8.4 超音波スタ ックの組み立て

図 5.15 20 kHz 超音波スタ ックの組み立て 

（注 1） ロッ クタイ ト 290 （または相当品） 少量塗布し、 規定トルクで増し締めし、 そのまま 30 分間放置してロックタイ ト を

硬化させます。

5.8.5 チップのホーンへの取り付け
1. ホーンおよびチ ッ プの各当り面を掃除し ます。 スタ ッ ド ボル ト およびねじ穴から異物を取り除きます。

2. 手作業でチ ッ プをホーンに取り付けます。組付けは何も付けないで行います。シ リ コ ングリ スは使用しないでく 
ださい。

3. スパナレンチと引掛けスパナ （下図参照） を使用して、 表 5.14 の規定ト ルクで増し締めし ます。

注記

ブランソン純正トルクレンチまたはそれに相当する工具を使用することをお
勧めします。 20 および 30 kHz モデルの場合は Item 番号 101-063-787、
40 kHz モデルの場合は 101-063-618 を使用します。

表 5.13 スタ ッ ドボルトの締付トルク

使用モデル スタ ッ ドサイズ トルク Item 番号

20 kHz 1/2” x 20 x 1-1/4” 450 in.-lbs、 50.84 Nm. 100-098-370

20 kHz 1/2” x 20 x 1-1/2” 450 in.-lbs、 50.84 Nm. 100-098-123

30 kHz （注 1） 3/8” x 24 x 1” 290 in.-lbs, 32.76 Nm. 100-298-170R

40 kHz （注 1） M8 x 1.25 70 in.-lbs, 7.91 Nm. 100-098-790

コンバータ

ブースタ

スパナレンチ（同梱）

ホーン

軟質金属製の保護パッド
（アルミまたはソフトメタル）

スタックの組立て手順を参照してください。

バイス
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図 5.16 チップのホーンへの取り付け

5.8.6 アクチュエータへの超音波スタ ックの取り付け

20 kHz および 30 kHz モデル超音波スタ ック

はじめに超音波スタ ックを正しい手順で組み立てます。 続いてスタ ッ クをアクチュエータへ以下の手
順で取り付けます。 ：

1. 電源プラグを抜き、 システムの電源がオフになっていることを確認します。 

2. 非常停止を作動させます。

3. アクチュエータの 4 本のキャレッジドア固定ねじを緩めます。

4. キャレッジドアをまっすぐ引き抜いて取り外し、 装置の横に置きます。

5. 超音波スタ ックを持ち、ブースタのリングをキャレッジ内のサポートワッシャの真上に来るように持ってきま
す。コンバータの上部にあるアコンナッ トがキャレッジの上部内側にある接点と接触するように、スタ ックを
キャレッジ内の所定の場所までしっかり と押し込みます。

6. キャレッジドアを取り付け、 4 本の固定ねじを仮締めします。 

7. 必要に応じてホーンを回転させ、 治具などとの位置調整を行います。 キャレッジドアの固定ねじを 2.26 Nm
（20 in-lbs) のトルクで締め付け、 スタ ックを固定します。

表 5.14 チップの締付けトルク

チップのねじサイズ トルク

1/4 - 28 110 in.-lbs, 12.42 Nm.

3/8-24 180 in.-lbs, 20.33 Nm.
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図 5.17 2000Xc AEC アクチュエータへの 20 kHz モデルスタ ックの取り付け

40 kHz モデル超音波スタ ック

1. 電源プラグを抜き、 システムの電源がオフになっていることを確認します。

2. コンバータ / ブースタをスリーブに配置します。 

3. アクチュエータの 4 本のキャレッジドア固定ねじを緩めます。

図 5.18 2000Xc AEC アクチュエータへの 40 kHz モデルスタ ックの取り付け

スタックアセンブリ

キャレッジ

サポート 
ワッシャ

ねじ

アクチュエータサポート
アセンブリ

固定ねじ

キャレッジドア

アコン
ナット

キャレッジ

スタックアセンブリ

T型ハンドル
レンチ

コンバータ

キャレッジ

サポートワッシャ

ねじ

スタックアセンブリ

アクチュエータサポート
アセンブリ

アダプタスリーブ

T型ハンドル
レンチ

スタックアセンブリ

キャレッジリングナット

リングナット

アダプタ
スリーブ

アコンナット

ブースタ

アダプタスリーブ

アダプタスリーブ
アコンナット

キャレッジドア

固定ねじ

リングナット

（ホーンなしの状態）
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図 5.19 2000Xc AEC アクチュエータへの 40 kHz モデルスタ ックの取り付け

4. キャレッジドアをまっすぐ引き抜いて取り外し、 装置の横に置きます。

5. 超音波スタ ックを持ち、アダプタスリーブのリングナッ ト をキャレッジ内のサポートワッシャの真上に来るよ
うに持ってきます。コンバータの上部にあるアコンナッ トがキャレッジの上部内側にある接点と接触するよう
に、 スタ ックをキャレッジ内の所定の場所までしっかり と押し込みます。

6. キャレッジドアを取り付け、 4 本の固定ねじを仮締めします。

7. 必要に応じてホーンを回転させ、 治具などとの位置調整を行います。 キャリ ッジドアの固定ねじを 2.26 N m
（20 in-lbs) のトルクで締め付け、 スタ ックを固定します。

注意

スリーブはバイスなどに固定しないで ください。 変形したり、 破損すること
があります。

スタックアセンブリ

キャレッジ

サポート 
ワッシャ*

ねじ

アクチュエータサポート
アセンブリ

固定ねじ

キャレッジドア

アコン
ナット

キャレッジ

スタックアセンブリ

T型ハンドル
レンチ

注記：* ソリッドマウントブースタを使用する場合専用のサポートワッシャが必要です (Item番号: 109-114-243).
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5.9 ベースへの治具の取り付け

ベース本体および取付穴

ベースには治具取付け用のねじ穴が用意されています。 オプシ ョ ンのブランソン純正調心プレート
キッ ト向けにも取り付け用のネジ穴が設けられています。 ベースには本体用に M10-1.5 （メー トル）

タ ップ穴が設けられています。 取付け穴は、 以下の寸法の３つのコンセン ト リ ッ クボルトサークル形
状で用意されています。

図 5.20 ベース各部の取付け穴

ガード （オプシ ョ ン、 Item 番号 ： 101-063-550、 大型ホーンの場合に必要となることがあります） は

一例と して表示しています。 ガードは、 作業者が操作を行う際にベースと治具の間に手や指を挟まな
いように保護します。

注意

ベースは鋳造金属製です。 治具の取付けねじを過度に締め過ぎるとねじ部を
破損する恐れがあります。 取付けねじは治具が動かない程度に締め付けて く
ださい。

MOUNTING
GUARDS

MOUNTING
GUARDS

2000Xc AEC アクチュエータ



92 100-412-233JA REV. 08

26
0

mm

13
0

mm

31
0

mm

Mounting Holes
Using metric M10 cap screws

364 mm

260
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5.10 装置設置後のテスト
1. 溶着システムに電源および供給側エアを接続します。エアがアクチュエータのエア回路系統に供給され、アク

チュエータ正面のエア圧力インジケータが点灯していることを確認します。

2. エア回路系統の接続部などに漏れのないことを確認します。

3. パワーサプライの電源スイッチをオンにします。パワーサプライは、通常の自己診断と起動プロセスを行いま
す。

4. パワーサプライが起動後に 「アクチュエータ再校正」 以外のアラームメ ッセージを表示した場合は、パワーサ
プライ取扱説明書の章 7 「アクチュエータ操作 7」 に記載されているアラーム一覧の中から、 該当するアラー

ムの内容、原因、 および是正処置を確認します。パワーサプライに 「アクチュエータ再校正」 のアラームメ ッ
セージが表示されたら、 次のステップに進みます。

5. メインメニュ ・キーを押し、 次に 「校正」 キーを押して、 アクチュエータの校正を行います。 ホーン表面から
ワークピースまでの最小すきま距離が 17.8mm （0.70 インチ） よりも大きいことを確認します。

6. 校正メニュの 「Act 校正」 キーを押します。

7. キーを押した後に表示される画面上で 「w/ スタートスイッチ」 キーを押します。

8. スタートスイッチを押して校正を実行します

9. テストボタンを押します。

10. このとき、パワーサプライにアラームメ ッセージが表示された場合には、2000Xct パワーサプライ取扱説明書

の 「付録 B ： アラーム」 に記載されているアラームメ ッセージの定義を確認します。 アラームメ ッセージが表

示されない場合には、 次のステップへ進みます。

11. 溶着テスト用のワークを治具にセッ ト します。

12. メインメニュからホーンダウンメニュをタ ッチし、ボタンを押します。ホーンがアクチュエータベースの治具
に降下します。 これでエア回路系統が機能していることを確認できます。

13. 「上昇」 キーを押します。 ホーンが原位置に戻ります。 これでシステムが機能していることの確認が完了しま
す。 続いて、 アプリケーシ ョ ンに合わせた各種設定ができます。

パワーサプライにアラームメ ッセージが表示されず、 アクチュエータが正し く上下駆動をして原位置
に戻れば超音波溶着システムは運転の準備が整ったことになります。

図 5.21 前面パネル表示部
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5.11 サポートが必要な場合
ブランソンは当社製品を選んでいただいたことに感謝するとともに、いつでもサポートいたします。お
手持ちの 2000Xc Series Actuator 溶着システムの交換部品または技術サポートが必要な場合には、 1.4
ブランソンへのお問い合わせ方法を参照して弊社のお客様担当者、 または最寄りのブランソン営業所
のカスタマ ・サービスセンターまでお問い合わせください。
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6.1 アクチュエータ制御部
本章では 2000Xc シリーズアクチュエータを使用して溶着サイクルを行う方法について説明します。各

種条件の設定および変更方法の詳細は、 「2000Xc パワーサプライ取扱説明書」 をご覧ください。 

2000Xc シリーズアクチュエータはパワーサプライによって制御されます。アクチュエータは、パワー

サプライへ溶着サイクルのモニタ リング ・ データ （速度、 加圧力など） 、 ステータス情報、 およびア
ラーム情報を送信します。 パワーサプライはアクチュエータへ運転パラ メータを送信し、 溶着サイク
ルの開始および終了の方法と時期を確定します。 アクチュエータは距離、 加圧力および圧力に関する
情報をパワーサプライへ送り続けます。

警告

アクチュエータの設定および運転を行う場合には、 以下の注意を守って くだ
さい。

ホーンの下に手を入れないで ください。 ホーン駆動時の加圧力と超音波振動
によって負傷する恐れがあります。

注意

溶着サイクル中、 被溶着物が可聴周波数帯域で振動することがあります。 こ
れによって騒音が発生するような場合は、 防音箱などの導入を検討して くだ
さい。 また、 作業者は耳栓などの保護器具を使用して障害の危険性を防止し
て ください。 振動中のホーンが、 ベースや治具の金属部分に直接触れないよ
うにして ください。

警告

大型ホーンを使用する場合、 ホーンと治具の間に指を挟まないように注意し
て ください。 オプシ ョ ンのガードに関する詳細は、 弊社のお客様担当者へお
問い合わせください。
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6.2 アクチュエータの初期設定
アクチュエータの動作はパワーサプライによって制御されますが、 アクチュエータ自体にも以下に示
す機能が装備されています。 アクチュエータには以下の機能が実装されています。

• 圧縮エア供給源

• メカニカルスト ップ

• アクチュエータの位置および高さの調整機構 （ホーンスト ロークの調整）

• 非常停止 （ベース上に装備。 自動機の場合は、 ユーザ I/O 信号と通じて制御されます。）

これらの機能は、 いずれもアクチュエータの動作に影響を与えます。

6.2.1 空気圧の調整および空気圧インジケータ

工場のエア供給源が接続されると、 アクチュエータ内のレギュレータに圧縮エアが供給されます。

最初は圧力を低く設定しておいて く ださい。 圧力設定を低く してお く ことで、 正し く接続されていな
い場合のホーンの不慮の動作を最小限に抑えることができます。 新規導入時、 または未確認の装置の
セッ トアップを行う場合は、 通常圧力設定を約 138 ～ 172kPa （20 ～ 25psi） で作業します。

6.2.2 圧縮エア供給源

アクチュエータ内のレギュレータに供給される供給側元エアはシステムの運転に十分な圧力が維持さ
れている必要があります。 供給エアの圧力が低過ぎる （241 kPa （35 psi） 未満） 場合、 システムは信

頼できる溶着サイクルや運転を実行できません。 供給される圧縮エアは、 ホーンの駆動源の他にコン
バータの冷却エアにも使用されます。 

注意

供給元のエアが遮断されたり、 ダンプバルブが作動した場合、 アクチュエー
タ内の残圧によってホーンが原位置以外の場所で止まることがあります。 こ
の状態でエアの供給が復帰すると突発的にホーンが上昇します。 この時手や
指が挟まれないように、 ホーンや駆動部周辺からは必ず手を離し、 木製また
は軟質素材のブロックなどを利用してホーンが不慮の動作をしないように固
定して ください。

注意

アクチュエータに供給される圧縮エアが、 システムの圧力設定の最大値
690 kPa （100 psi） を超えると、 システムに恒久的な損傷を与えたり、 作業者

が負傷する可能性があります。 アクチュエータと供給側元エアの接続を脱着
する前に、 圧力は最小値に設定しておいて ください。
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特に高加圧が要求されるアプリケーシ ョ ンを行う場合、 溶着結果に顕著な影響を受ける場合がありま
す。

6.2.3 ダウンスピード コン ト ロール

ダウンスピード コン ト ロールは、 ホーンの下降速度を制御します。 加工速度は、 被加工物に加えられ
る加圧力の立ち上がりに顕著な影響を及ぼすため、 結果的に製品の溶着品質にも影響が及びます。

6.2.4 アクチュエータの高さ調整 ( ホーンストローク調整 )
キャレッジ部はアクチュエータのリニアスライ ド機構に接続され、 上下に駆動します。 ホーン原位置
と治具との間のスト ローク （ホーン移動量） は、 コラムに対するアクチュエータの取付け固定位置で
調整します。 ホーンス ト ロークは、 治具への被加工物のセッ トが簡単かつ迅速に行えるような距離に
調整して ください。 

• 最小ストロークは約 3.2 mm （1/8”） 以上です。

• 最大ストロークは約 95 mm （3-3/4”） 以下で、 ホーンが被加工物に接触し、 ダイナミ ックフォロースルー機

構が確実に作動する距離に調整して ください。

安定した溶着結果は、 ホーンストロークが約 6mm （1/4”） 以上の時に得られます。 これは、 距離が短

い程システムの他のコンポーネン トの影響を受け、 また溶着時に被加工物に加わる加圧力が適切に立
ち上がることができるからです。

6.2.5 メカニカルスト ップ

2000Xc AEC アクチュエータ

メカニカルス ト ップは、 アクチュエータが駆動するホーンの下降移動量を制限する機構で、 最大でア
クチュエータのフルストローク長まで調整可能です。メカニカルスト ップの位置調整は、アクチュエー
タ正面下部のスタ ックの右側にある調整用ノブで行います。 また、 アクチュエータ右側側面にはメカ
ニカルスト ップの位置を示す、 目盛付き表示部があります。 

メ カニカルス ト ップは、 治具にワーク （被加工物） がセッ ト されていない状態でホーンが下降した場
合などに、 ホーンと治具が直接接触することを防止するための機構です。 メカニカルス ト ップには精
密な位置調節能力がありませんので、 この機構を主体としたコラプス制御などの溶着距離制御は行わ
ないで ください。治具へのワークのセッ ト忘れを監視するための重要な距離制御には、2000Xct パワー

サプライに搭載されている 「ミ ッシングパーツ」 機能をご使用ください。

注記

供給側圧縮エアは、 システムの最大要求仕様を上回っている必要があります。
圧縮空気システムは、 接続先のすべての機器に適切な圧縮エアを供給できる
ように十分な容量を維持しなければなりません。 連続的にエアフローを使用
するアプリケーシ ョ ンなどでは、 場合によってはアキュムレータを使用する
必要があります。

注記

初期セッ トアップでは、 ダウンスピードを 25.4 ～ 50.8 mm/s （1 ～ 2 in/s） 程

度に設定して ください。
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初期設定時では、 少な く とも 6 mm 以上のホーンストロークが確保できるようにメカニカルスト ップ

を設定して く ださい。 ただし、 メ カニカルス ト ップの調整位置は最大ホーンス ト ローク長まで設定す
ることができます。 

メカニカルスト ップの調整手順 ：

2000Xc Micro アクチュエータ

メカニカルス ト ップは、 アクチュエータが駆動するホーンの下降移動量を制限する機構で、 最大でア
クチュエータのフルストローク長まで調整可能です。メカニカルスト ップの位置調整は、アクチュエー
タ正面下部のスタ ックにある調整用ノブで行います。 メカニカルスト ップ調整ノブは、1 回転ごとのス

トロークの調整を示す目盛が付いています。 1 回転当たり 0.635 mm (0.025 inch) 調整されます。

メ カニカルス ト ップは、 治具にワーク （被加工物） がセッ ト されていない状態でホーンが下降した場
合などに、 ホーンと治具が直接接触することを防止するための機構です。 メカニカルス ト ップには精
密な位置調節能力がありませんので、 この機構を主体としたコラプス制御などの溶着距離制御は行わ
ないで ください。ホーンから治具への距離制御に「ミ ッシングパーツ」機能を使用することができます。

初期設定時では、 少な く とも 6 mm 以上のホーンストロークが確保できるようにメカニカルスト ップ

を設定して く ださい。 ただし、 メ カニカルス ト ップの調整位置は最大ホーンス ト ローク長まで設定す
ることができます。

表 6.1 2000Xc AEC アクチュエータのメカニカルスト ップの調整

ステップ 手順

1 圧力を最小値に設定し （ダンプバルブを搭載したアクチュエータではダンプバルブを
作動させ）、 ホーンが治具の直上に来るまで手動でキャレッジを下げます。

2

ホーンが治具まで到達せずに、 最大ストローク長 （約 100 mm （4 in）） に満たない距

離でメカニカルスト ップにより止まってしまう場合は、 メカニカルスト ップを再調整
します。 調整ノブの回り止めロックナッ ト を緩め、 ノブを時計回りに回してメカニカ
ルスト ップの位置を下げます。

一方、 メカニカルスト ップに接触する前にホーンが治具に接触する場合は、 調整ノブ
を反時計回りに回してメカニカルスト ップの位置を上げます。

3 ホーンと治具の位置関係を確認し、 必要に応じてメカニカルスト ップの位置を微調整
します。

4
メカニカルスト ップの位置が決定したら、 調整ノブの回り止めロックナッ ト を締め込
んで固定します。 運転中に振動などでメカニカルスト ップの位置が変化しないように、
調整ノブはロックナッ トで必ず固定して ください。

5 治具にワーク （被加工物） をセッ ト し、 空気圧をリセッ ト して、 テスト溶着を行いま
す。

6 溶着時にホーンとワークに設定通りの加圧力が十分加わっていることを確認します。
加圧力が不十分な場合は、 メカニカルスト ップを再調整します。

注記

ダイナミ ックフォロースルーを使用するため、 最後のストローク 6 mm
（1/4”） は溶着しないで ください。
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メカニカルスト ップの調整手順 ：

6.2.6 非常停止

非常停止は溶着サイクルを直ちに中断し、 ホーンを原位置に戻して、 アクチュエータ とパワーサプラ
イが稼働しないように抑制するユーザ側の制御です。 ただし、 非常停止状態になってもシステムの電
力はカッ トオフされません。 非常停止状態になると、 パワーサプライはアラーム音の発生と共に非常
停止であることのメ ッセージをディスプレイに表示します。 非常停止ボタンを時計回りに回して解除
し、 システムをリセッ ト します。

表 6.2 2000Xc AEC アクチュエータのメカニカルスト ップの調整

ステップ 手順

1 システムからエア供給を取り外す、 または手動ダンプバルブ ( 装備されている場合 ) を
有効にし、 ホーンが治具の直上に来るまで手動でキャレッジを下げます。

2

ホーンが治具まで到達せず、 移動距離が 44.4 mm （ 1.75 inch） 以下の場合は、 調整ノ

ブを反時計回りに回し、 キャリ ッジが希望する位置に達するまで、 固定ネジを緩め、
ロックナッ ト を完全にメカニカルスト ックまで回します。

ス ト ップ位置に達する前にホーンが希望する位置に達する場合は、 キャリ ッジがメカ
ニカルスト ップに接触するまで調整ノブを時計回りに回します。

3 ホーンと治具の位置関係を確認し、 必要に応じてメカニカルスト ップの位置を微調整
します。

4
希望する設定が得られたら、 固定ネジおよび / またはロックナッ ト を締め付けます。

固定ネジおよびロックナッ トは、 運転中に振動などでメカニカルスト ップの位置が変
化しないように保護します。

5 治具にワーク （被加工物） をセッ ト し、 空気圧をリセッ ト して、 テスト溶着を行いま
す。

6 溶着時にホーンとワークに設定通りの加圧力が十分加わっていることを確認します。
加圧力が不十分な場合は、 メカニカルスト ップを再調整します。

注意

メカニカルスト ップのロックナッ トが締め付けられていない場合、 キャリ ッ
ジが原位置に戻ることを阻止する場合があります。
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6.3 アクチュエータの運転
2000Xc シリーズアクチュエータの制御部に関する詳細は、 「2.5 アクチュエータ制御部およびインジ

ケータ」 を参照して ください。

2000Xc シリーズ アクチュエータの運転手順 :

製品の溶着品質が検査に合格しない場合は設定された溶着条件を再検討し、 品質データ と溶着結果
データに基づき、 必要に応じて設定値の変更を行います。 設定パラ メータは一度に複数を変更せず、
データを確認しながらパラ メータをひとつずつ変更し、 効率的で最良の溶着品質が得られるまで検証
します。

表 6.3 アクチュエータの運転

ステップ 手順

1 サンプルテスト を通じて確立された、 対象とするアプリケーシ ョ ンの適正溶着条件を
確認し、 パワーサプライに設定します。

2 ホーンが治具に接触しないように、 メカニカルスト ップを適切に調整します （調整方
法の詳細は、 「6.2.5 メカニカルスト ップ」 を参照して ください。）

3 非常停止ボタンが作動していないことを確認します。

4 ワーク （被加工物） を治具の所定の位置にセッ ト し、 両側のスタートスイッチを同時
に長押しし続けます。

5 ホーンが下降し、 ワークに接触します。

6 ホーンがワークを加圧し始め、 S ビームロードセルが作動します。

7

加圧力が設定されたト リガ加圧力に達すると超音波発振が開始されます。 溶着工程が
進行するに伴い、 パワーサプライ前面パネルのバーグラフインジケータが負荷に応じ
たパワー表示をします。 （通常は 25 ～ 100％の範囲で表示されます。） 発振が開始され

たらスタートスイッチから手を離しても構いません。

8
設定された条件に応じた溶着工程が終了すると、 超音波が停止し、 ホールド工程に移
行します。 設定されたホールド時間の間、 ホーンはワークを加圧したままの状態で保
持されます。

9 ホールド工程が終了すると、 ホーンは自動的に原位置に戻り、 治具から製品を取り出
すことができます。

10 製品の溶着品質を検査し、 溶着結果データを確認します。
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6.4 安全回路アラーム
溶着機内の安全制御システムは、 システムの安全関連コンポーネン トが正し く動作しているか常に監
視します。 このシステムが故障状態を検知すると、 運転は中断され、 システムは直ちに安全な状態に
移行します。 安全システム警報を伝えるため、 電力インジケータのライ トが点滅します。

安全回路アラームのト ラブルシューティングを行うには、 以下の手順を実行します。

1. アクチュエータの背面にある START コネクタにスタートケーブルの 9 ピンコネクタが適切に接続されている

ことを確認します。

2. 一旦パワーサプライの主電源をオフにし、 再び電源を投入してシステムをリセッ ト します。

3. アラームが解除されずに継続する場合は、 巻末の 「事業所一覧」 を参照の上、 最寄のブランソン営業所のカス

タマ･サービスセンターまでご連絡ください。  1.4 ブランソンへのお問い合わせ方法 . を参照ください。
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7.1 校正
本製品は、 一般的な定期校正は基本的に必要ありません。 ただし、 FDA の適正製造規範などの定期校

正が義務付けけられた法的規制の要求従って運用されている場合は、 そのスケジュールと一連の基準
に従って機器を校正しなければならない場合があります。 詳細については、 最寄のブランソン営業者
までお問い合わせください。
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7.2 定期保守および予防保守
  

以下の予防保全対策を実施することで、 お手持ちのブランソン 2000Xc シリーズ装置を長期にわたっ

て運転していただけます。

7.2.1 機器の定期的なお手入れ

定期的に本体から電源を取り外し、カバーを外して中に詰まった埃や破片を吸いだして ください。ファ
ンブレードやモータ、 ト ランジスタ、 ヒートシンク、 変圧器、 配電盤、 冷却用吸気口、 排気口に付着
した物質を取り除いて く ださい。 埃の多い環境では、 フ ィルタを電源装置の冷却ファンに追加できま
す。 定期的にエアサプライから送気管を取り外し、 エアフ ィルタを開けて素子やボウルを石けんと水
で掃除して く ださい。 外部カバーは、 中性洗剤と水の溶液に浸したスポンジまたは布を使って掃除で
きます。 ユニッ トに洗浄液が入らないように注意して く ださい。 ハンドル、 ハードウェア、 メ インコ

警告

保守作業を実施する場合には、 必ず配線、 コード、 プラグにロック式プラグ
カバー LOTO （ロッ クアウト / タグアウト） を使用して、 適切な安全対策を実

施して ください。

警告

溶着システムの保守を行う場合は、 他の自動運転システムが作動していない
ことを確認して ください。

注記

マシンのメンテナンス履歴を記録するためのログは、 マシンのライフサイク
ル中に保持する必要があります。

注記

クチュエータの表示部およびパワーサプライのタ ッチスクリーンの清掃が必
要な場合は、 水で薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい布で表面を傷付けない
ように丁寧に拭き、 続いて乾いた柔らかい布で残った水分を拭き取ります。
これらの部分の清掃には溶剤またはアンモニアなどを絶対に使用しないで く
ださい。 またアクチュエータおよびパワーサプライ内部へ洗浄液が侵入する
ことがない様に、 洗浄液は一度に大量に使用しないで ください。
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ラムなどの非塗装の露出した鋼面には、多湿部分に錆が付着しないように WD-40 などの薄い油膜が必

要になる場合があります。

7.2.2 スタ ック （コンバータ、 ブースタ、 ホーン） の再調整

スタ ックコンポーネン トは、 各合わせ面を適切な状態に保つことで常に最大効率で機能させることが
できます。20 kHz および 30 kHz 用のスタ ックでは、ホーンとブースタ間、およびブースタとコンバー

タ間にはブランソの Mylar ワッシャを必ず挿入します。 ワッシャが切れたり、 穴が開いたり した場合

は新しい物と交換して ください。 Mylar ワッシャを使用したスタ ックは、 3ヶ月ごとに定期的に点検す

ることが推奨されています。

40 kHz モデルならびに一部の 20 kHz モデル用スタ ックで合わせ面にシリコングリスを使用している

場合は、フレッチング腐食を防止するために定期的な再調整作業を実施して ください。シリコングリー
スを使用するスタ ックは、2 週間ごとに腐食の有無の点検を実施することが推奨されています。専用ス

タ ックで十分な経験を得た後に、 点検間隔を延長または短縮することができます。 スタ ッ クの合わせ
面の再調整については以下の手順を参照して ください。

スタ ックの再調整手順 ：

1. スタ ックをアクチュエータから取り外す

2. スタ ックを分解して、 コンバータ、 ブースタ、 ホーンをそれぞれ単体の状態にします。以下の規則に従って く
ださい。

スタ ッ クを分解する必要がある場合は、 必ず適切なスパナおよびソフ ト フ ェ イスバイスを使用して
ホーンまたはブースタを取り外し、 本章のはじめに記載されている組み立てる手順と逆のステップで
分解して行きます。

3. 各合わせ面を清潔で柔らかい布またはペーパータオルで拭きます。

注記

コンバータ、 ブースタ、 ホーンの合わせ面が平面でない、 組み付け不良で合
わせ面同士の接触状態が悪い、 腐食で表面が荒れているなどの不具合は、 溶
着システムの運転効率に多大な影響を与えます。 合わせ面同士の接触状態が
悪いと電力が浪費され （ワッ ト ロスの増大）、 正常な超音波振動のチューニン
グが難し く なります。 また多くの場合では異音や騒音が発生し、 コンバータ
を損傷させる可能性があります。

注意

スタ ックを分解する際、 コンバータのハウジング部、 およびブースタのフラ
ンジリングをバイスなどに挟んで固定しないで ください。

注記

正方形ホーン、 長方形形ホーン、 あるいは他の方法では取り外せないホーン
は、 ソフ トジ ョーバイス ( 真鍮またはアルミニウム製 ) を使用して、 5.8 超音

波スタ ックの組み立てに記載されている組立て時と逆の手順で取り外して く
ださい。
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4. 各合わせ面の状態を確認します。合わせ面にフレッチング腐食、または硬く黒色の付着物がある場合は、再調
整を行います。

5. 合わせ面の状態が良好な場合は、 ステップ 13 へ進みます。

6. 必要に応じてスタ ッ ドを取り外します。

7. 番手が #400 の（またはそれより細かい）未使用の紙やすりを清潔で凹凸のない平面にテープで貼り付けます。

板ガラスの表面などにテープで貼り付けます。

8. 部品の下の方をつかみ、紙やすり上で部品を一方向へ直線状に往復させて研磨します。 この時、紙やすりへ過
度に押し付けないで ください。 部品の重量だけで十分な圧力がかかります。

9. 合わせ面を 2 往復させて研磨します。 続いて研磨方向に対して合わせ面を 120° 回転させ、 同様に 2 往復研磨

します。

10. さらに 120° 回転させ、 繰り返し研磨します。

11. 合わせ面の状態を再確認します。 必要に応じて、 汚れがほとんどな く なるまでステップ 8 ～ 10 を繰り返しま

す。 ただし 2 ～ 3 回以上回転させて繰り返さないで ください。

12. 各部のねじ穴を清潔で柔らかい布またはペーパータオルで掃除します。

13. スタ ッ ドボルト を取り外した場合は、新しい物に交換します。スタ ッ ドボルト 3/8-24 を締付けトルク 290 psi
(32.77 Nm) で締め付けます。 スタ ッ ドボルト 1/2-20 を締め付けトルク 450 psi (50.84 Nm) で締め付けます。

スタ ッ ドボルト M8x1-1/4 を締め付けトルク 70 psi (7.9 Nm) で締め付けます。

14. 「5.8 超音波スタ ックの組み立て」 を参照し、 スタ ックを再組立てし、 アクチュエータに取り付けます。

注記

ただし、 一方向当り 2 往復以上研磨しないで ください。 また、 各研磨方向は

同じ回数だけ往復させて ください。

注記

ブランソン純正トルクレンチまたはそれに相当する工具を使用することをお
勧めします。 20 kHz モデルの場合は Item 番号 101-063-617、 40 kHz モデル

の場合は 101-063-618 です。

注意

規定されたトルク値に従わなかった場合、 部品やスタ ッ ドボルトの緩み、 ま
たは締め過ぎによる破断の原因となり、 システムが過負荷状態になる可能性
があります。 締付けにはブランソン純正のトルクレンチ、 またはそれらに相
当する工具を使用する必要があります。
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7.2.3 部品の定期交換

特定部品の耐用年数は、 溶着サイクル数、 あるいは運転時間に基づいて決められています。 （例えば、
パワーサプライの冷却ファンは 20,000 時間で交換が必要です。） 表 7.1 は、 部品の交換時期を表す平

均サイクル数を示します。 アクチュエータの部品交換時期を決定する参考にして く ださい。 また、 運
転時の周辺温度も部品の耐用年数に影響を与えます。 周辺温度が高いほど、 部品交換までの時間とサ
イクル数が少な く なります。 下表は装置を 22 ～ 24 ℃ （72 ～ 75°F） の環境下で運転したときを想定

した値です。

また空圧系統に使用される部品の耐用年数は、 供給される圧縮エアの質によって影響を受けます。 す
べてのブランソン超音波溶着システムは清浄で乾燥した圧縮エアが必要です。 供給される圧縮エアに
水分や油分が混入すると、 空圧系統の部品の耐用年数が短く なります。 下表は、 本書で規定された要
求を満たした圧縮エアが平均的に供給された場合を想定した値です。

参考 ：

1. 1 分間 60 サイクル、 1 日 8 時間、 週に 5 日間、 年 50 週でシステムを運転した場合、 2000 時間で約 720 万サ

イクルとなります。

2. 同じシステムを 1 日 24 時間、週に 5 日間、50 週間運転した場合、6000 時間で 2,160 万サイクルとなります。

3. 1 日 24 時間、 年 365 日では、 8760 時間で 3,150 万サイクルとなります。

予防保守のために交換した部品は、 通常の使用であっても摩耗、 劣化します。 これらの部品の交換は
保証の対象外となります。

表 7.1 部品の定期交換

サイクル 部品
Item番号

(2000Xc AEC アクチュエータ用のみ)

1,000 万サイ

クル

エアシリンダ
560-198-070(Dia.32mm)
560-198-071(Dia.40mm)

油圧式ショ ックアブソーバ 890-198-059R

2,000 万サイ

クル

ベースの両手押しボタン 890-161-044R

ソレノイ ドバルブ 560-087-123

4,000 万サイ

クル

圧力レギュレータ 560-087-120

エアフ ィルタ 890-117-050R

冷却バルブ 560-087-041

Rapid Traverse Valve （ラピッ ド ト ラ

バースバルブ）
560-087-124

S ビームロードセルアセンブリ 560-040-010

エンコーダアセンブリ 560-087-150

リニアスライ ドベアリング （2" スト

ローク以上）
890-053-153
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7.3 部品リスト

7.3.1 アクチュエータ部品リスト

下の表は、 2000Xc シリーズアクチュエータ用として提供されている付属品および部品のリストです。

表 7.2 2000Xc シリーズアクチュエータの付属品リスト

説明 Item 番号

2000Xc Micro 直径 32mm シリンダ仕様     
(2000Xc Micro アクチュエータ用のみ )

510-294-260

2000Xc Micro 直径 40mm シリンダ仕様     
(2000Xc Micro アクチュエータ用のみ )

510-294-261

2000Xc Series Actuator 直径 1.5inch シリンダ仕様 
(2000Xc AEC アクチュエータ用のみ )

101-134-414

2000Xc Series Actuator 直径 2.0inch シリンダ仕様 
(2000Xc AEC アクチュエータ用のみ )

101-134-415

2000Xc Series Actuator 直径 2.5inch シリンダ仕様 
(2000Xc AEC アクチュエータ用のみ )

101-134-416

2000Xc Series Actuator 直径 3.0inch シリンダ仕様 
(2000Xc AEC アクチュエータ用のみ )

101-134-417

Air Cylinder 1.5” 100-246-1729

Air Cylinder 2.0” 100-246-858

Air Cylinder 2.5” 100-246-576

Air Cylinder 3.0” 100-246-573

Air Cylinder 3.25” 149-088-859

Electronic Down Speed Control Assembly 3.25”, 3.0”, 2.5” 100-246-1680R

Electronic Down Speed Control Assembly 2.0” ,1.5” 100-246-1682R

Rapid Traverse Valve 100-246-1660R

Primary Solenoid Valve 100-246-1679R

Palm Button 200-099-236R

EN E-stop Button 200-099-309

Gauge Assembly 100-246-903

Electronic Regulator Assembly 100-246-1659R

Air Filter (5 micron) 200-163-032

Rapid Traverse Valve 100-246-1660R

ベースガードキッ ト （大型ホーン用） 101-063-550

調心プレート （インチ） 101-063-358



110 100-412-233JA REV. 08

メ ト リ ッ クボールねじ （2000Xc シリーズベースへの調心

プレートの取付け用）
100-298-085

調心プレート （メートル） 1015704

CJ20 コンバータ （アクチュエータ内） 101-135-059

CA30 コンバーター  101-135-114

30 kHz ブースタアダプタ リング （CA30 で使用する場合） 100-087-283

4TJ コンバータ （アクチュエータ内） 101-135-041

40 kHz アダプタスリーブアセンブリ  (900 と同様 ) 100-246-612

アッシースタンドベース 4" OD、 3.5" ID、 コラム、 サ

ポート
100-246-1314

アッシースタンドハブ 、 4" OD、 コラム、 サポート 100-246-1586

ベース、 エルゴノ ミ クス 4” メ ト リ ッ ク、 ブラック 100-246-1578

ハブ、 2000Xc シリーズ （4” コラム用） 101-063-583

アクチュエータサポート 4” ブラック 100-246-1311

コラム 40’’ 4.0”ODX3.5”ID ウォール                              
(2000Xc AEC アクチュエータ用のみ )

100-028-021

コラム 4’(4.0’’ODX3.0”ID ウォール（オプシ ョ ン）                            
(2000Xc AEC アクチュエータ用のみ )

100-028-011

コラム 、4.0’’ODX3.0”IDx6’ウォール（オプシ ョ ン）                            
(2000Xc AEC アクチュエータ用のみ )

100-028-012

コラム 750mm、 65 OD                                    
 (2000Xc Micro アクチュエータ用のみ )

580-287-100

ベーススト ラクチャ、 2000Xc Micro 510-294-011

ベース ( 加工機 )、 2000Xc Micro 580-056-218

メインベース ( 加工機 )、 2000Xc Micro 580-164-180

調心プレートキッ ト 560-005-045

サポートワッシャ                                                    
 (2000Xc Micro ソリ ッ ドマウン トブースタ用のみ )

109-114-243

スペーサ、 スイベル、 3.5" OD 100-094-159

スペーサ、 スイベル、 3.0" OD 100-094-102

20 kHz シリーズブースタ  ( スタ ッ ドサイズ 1/2-20)

ブラック （Ti）、 ゲイン 1:2.5 101-149-059

表 7.2 2000Xc シリーズアクチュエータの付属品リスト

説明 Item 番号
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シルバー （Ti）、 ゲイン 1:2 101-149-058

ゴールド （Ti）、 ゲイン 1:1.5 101-149-057

グリーン （Ti）、 ゲイン 1:1 101-149-056

パーブル （Ti）、 ゲイン 1:0.6 101-149-060

シルバー （Al）、 ゲイン 1:2 101-149-053

ゴールド （Al）、 ゲイン 1:1.5 101-149-052

グリーン （Al）、 ゲイン 1:1 101-149-051

パーブル （Al）、 ゲイン 1:0.6 101-149-055

ソリ ッ ドマウン トブースタ  - 20 kHz （スタ ッ ドサイズ 1/2-20）

ブラ ック （Ti）、 ゲイン 1:2.5 101-149-099

シルバー （Ti）、 ゲイン 2:1 101-149-098

ゴールド （Ti）、 ゲイン 1:1.5 101-149-097

グリーン （Ti）、 ゲイン 1:1 101-149-096

パーブル （Ti）、 ゲイン 1:0.6 101-149-095

ブースタ  - 30 kHz （CA-30 コンバーターと共に使用する場合）

ブラック （Ti）、 ゲイン 1:2.5 101-149-120

シルバー (Ti)、 ゲイン 1:2.0 101-149-121

ゴールド （Ti）、 ゲイン 1:1.5 101-149-122

グリーン （Ti）、 ゲイン 1:1 101-149-123

パーブル （Ti）、 ゲイン 1:0.6 101-149-124

ブースター - 40 kHz (XL: 8 mm 同様 )

ブラック （Ti）、 ゲイン 1:2.5 101-149-084

シルバー (Ti)、 ゲイン 1:2.0 101-149-083

ゴールド （Ti）、 ゲイン 1:1.5 101-149-086

グリーン （Ti）、 ゲイン 1:1 101-149-085

Black (Al), Ratio 1:2.5 101-149-082

シルバー (Al)、 ゲイン 1:2.0 101-149-081

ゴールド （Al）、 ゲイン 1:1.5 101-149-080

グリーン （Al）、 ゲイン 1:1 101-149-079

パーブル （Al）、 ゲイン 1:0.6 101-149-087

表 7.2 2000Xc シリーズアクチュエータの付属品リスト

説明 Item 番号
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スリ ッ ドマウン トブースタ  - 40 kHz (XL: 8 mm 同様 )

ブラック （Ti）、 ゲイン 1:2.5 109-041-174

シルバー (Ti)、 ゲイン 1:2.0 109-041-175

ゴールド （Ti）、 ゲイン 1:1.5 109-041-176

グリーン (Ti)、 ゲイン 1:1.0 109-041-177

パーブル （Ti）、 ゲイン 1:0.6 109-041-178

注記

予備のエアシリンダをご注文される場合は、 アクチュエータのキャレッジド
アまたは本体背面にある銘板ラベルに記載されているシリンダサイズをご確
認ください。

表 7.2 2000Xc シリーズアクチュエータの付属品リスト

説明 Item 番号
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Amplitude （振幅） 26
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Pretrg @ D 31
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R
Rapid Traverse/RAPID TRAV （ラピッ ド ト ラバース） 31
Ready Position （レディ ・ ポジシ ョ ン） 31
Recall Preset （プリセッ トの呼び出し） 31
Reject Limits （リジェク ト リ ミ ッ ト） 31
Reset Required （リセッ ト要求） 31
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 16, 17
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V
Velocity Graph （速度グラフ） 34
View Setup （設定表示） 34

W
Weld Count （溶着カウン ト） 34
Weld Energy （溶着エネルギ） 34
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Weld History Setup （溶着履歴設定） 34
Weld History （溶着履歴） 34
Weld Results （溶着結果） 34
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Weld Scale （ウェルドスケール） 34
Weld Time （溶着時間） 34
Windows Setup （Windows 設定） 34
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X
X Scale Graph （X スケールグラフ） 34
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